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1
2月
に
横
浜
市
で
世
界
会
議

京
都
で
現
状
と
課
題
を
検
討

万

全
の
商
業
的
性
㈹
搾
取
に
関
す
る
第
２

回
貼

奕

瀛

」
に
向
け
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
・
外
務
恆
・
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
）
が
２
月
2
6日
、
京
都

市
・
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
国
内
外
の
専
門
家
や
活
動
ク
ル

ー

プ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し

、
現
状
や
今
後
の
課
題
を
話
し
ご
っ
た
。

子
ど
も
へ
の
性
的
搾
取
は
重
大
な
人

袒
侵
害
、
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
1

9
9
6
年
に
ス
ウ
エ
上
ナ
ン
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル

ム
で
「
児
童
の
商
業
的
性
的
搾

収
匸
反
対
す
る
世
界
会
議
」
が
開
催
さ

九

、
日

本
で

は
9
9
售

‥‥一
月
に

元

童
買

春

ｙ

ポ
ル

ノ

禁

止

法

」

が

施

行

き

牡

だ

。
今

回
の

シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム

は
、
今

年

1
2 月
1
7
口

、
横
浜

巾
で
行

わ

れ
る

第
２

回

す
界

会
議

に
向

け
て

、

ぼ
内
外
の

関

……が｀/……2：

＜＼･， ０ ・

＼ 膏･ Ｏ ……

加 こ人

六
心
を
尚

め
よ

う
と

行
わ

れ
だ

か
ら
で

あ

る

。仏
調

講
演
で

は

、
タ

イ
の
チ

ュ

う

囗

ン
コ

ン

人
学

教
授

、

ブ

ゴ
マ

イ
ツ
ト

ー

ム

ン

タ
ホ

ー
ン
仄

か

、
「
ス
ト

ノ
ク
ホ

ル

ム
会

議
以

米
法

拱
備

の
韭

ん
で
い

る

国

ば
5
0
力
国

に

す
ぎ
な
い

。
川
内

行
動

計

川

を
策
定
し

た

口
本
で

は

効
果

的
な

実
行

、
監
視

シ
ス
テ

ム

が
大

切
だ

。
横

浜

会

議
で

は

、
毆

初
か

ら
荅

者
た

ち
の

形

式

的
で

な
い

参
画
を

期
待

し
た

卜
」

と

述

べ
た

。

海
外

・
円

内
の

町
門

家
に

よ
る

バ
ネ

生

ヱ
イ
ス
カ

ノ

ノ
ヨ
ノ
で

は

「
了

ど
も

の

た

め
の
Ｎ
Ｃ

Ｈ

ア
ク

シ

ョ
ン
「
巴

」

の

ジ

ョ
ン

・
力
－

仄

が

づ

ま
で

イ
ン

タ
ー

ポ
ー
ル

（
岡

際
刑

価

警
察
機

構
）

が
㈲

と
も
回

百

を
視

索
、
辻

川

を
し
た

の

は

、

脂
力

川

巾
回
力

円

脂
什

だ
け

言

心
る
。
イ

ギ
リ

ス
で

は

圉
万
枚

力

ヰ

ど
も

十
ル
ノ

ツ

ご
を

持

よ
Ｌ
卜
た

屶
札

か

犬
円

判

れ
を
受

け
た

」
と

帆
告

。
Ｎ

Ｇ

Ｏ

を
指
遐

し
て

言

二
社

ご
活
示
コ

ン

サ
ル

タ
ン
し

⑤

匸

一
リ

で

ウ

ォ
厂

バ

ー
ト

ン
さ

ん
は

札
搾

敢
亡
加

て

卜
る

ダ

ど
も

た
ち

を
救

卜
出

す
効

火
㈲

な
力
法

と
し
て

、
地

位
の

ネ

ヨ
ト
ワ

ー

ク
を

支

援

、
拡
人
し

、
経
験

や
円

門
什

か
俯

で

共
白

寸

勺

他
の

プ
ル

ー

フ
と

紕
打

匸

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
「
Ｊ

Ａ

Ｗ

Ｗ
」
立

ち

上

げ

準

備

Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
実
行
委
話
し
合
い
受
け
日
本
組
織
発
足
へ

既
報
（
本
紙
２
月
1
0日
号
）
の
Λ
Ｐ
　
　
ヶ

）
を
、
ア

ジ
ア
人
平

洋
地

域
で

今
　
　
う
乙（

公

仰
の
健
康
才
四
ト
ワ

ー
ク
副

Ｗ
Ｗ
（
ア

ジ
ア

太
平

洋
女
性
監
視

機
　
　
後
、
ど
の
よ
う
に
員

な
っ
た
ら
よ
い
の
　
　

代
言

、副
代
衣
ｙ
竹
野
仕
（
か
な
が
わ

構
）
実
行
百

基

題

告
と
、
囗
本
組
織
　
　
か
が
話
し
か
わ
い利
だ
こ
と
を
受
け

、
囗
　
　

女
性
会
議
）
、船
橋
邦
子
（
フ
レ
ア
女
性

立
ち
上
げ
に
向
け
て
の
会
白
が
、
２
‥
川
　
　
本
田
内
の
ネ
ヨ
ト
ワ
ー
ク
体
制
作
り
に
　
　

会
浪
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
、橋
本
ヒ

ロ
了

1
8口
東
京

貴
介
餃

女
性
セ
ン
タ
ー
で
　
　

つ
い
て

話
し
合
お
う
と
い
う
も
の
。
　
　
　

（
国
際
女
性
の
地
位
協
合

、㈲
問
・
巾

行
な
わ
れ
た
（
写
言

。
　
　
　
　
　
　
　
　

会

三

は
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ

ポ
ー
ト
を
　
　
村
道
了
（
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
婦
人
委
貝
会
）

匸
の
会
合
は
、
先
に
ク
ィ

ー
カ
ン
チ
　
　

つ
く
る
会
」
を
発
展
的
に
解
消
。
新
た
　
　

さ
ん
な
ど
が
決
ま
っ
だ
。

ヤ
ナ

ブ
リ
で

開
］か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
実
行
　
　

に
Λ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
と
辿
楞
を
持
つ
「
囗
本
女
　
　
　

当
面
は
、
Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
に
口
本
代
表
を

委
具

冨

、
2
0
0
5

年
の
「
北
京
十
　

性
監
視
機
構
」こ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
 
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
'ｓ
　

送
る
た
め
の
組
織
と
し
て
鴿
動

す
る

1
0」
に
向
け
、
北
京
行
動
綱
領
と
成
果
　
W
a
t

ｃ
ｈ
=
Ｊ
 
A
W 
W）
立
ち

上

げ

凖
　

が
、
細
か

卜
規
約
、
分
野

担
当
な

ど

文
書
の
実
現

と
監
視
（
モ

ニ

タ
リ
ン
　
　

備
に
入
る
こ
と
と
し
、
代
表
に
、
原
ひ
　
　

は
、
今
体
の
検
討
会
で
詰
め
る
予
定
。

と

に
よ

っ
て

ロ

ビ
上

回
勣

が
効

…人
を
匚

け
て

い

る
例

を
挙

げ
た

。

囗

本
か
ら
の

谷
尚

代
衣

と
し
て

Ｍ

Ｃ

Ｐ

Λ
Ｔ

ジ

ャ
パ
ン
関

四
ユ

ー
ス

の

崔
陣

人

さ
ん

は

、
「
性

を
千
－

ブ

ン
に
よ

れ

る

場

が
必
万

。
そ

う
い

う
場

ご
参
加

し

た

後
で

は

、
デ

ー
ト

巾
口

い
や

な
こ

と

は

い

や
、
と

言

凡
る

よ

う
に
な

っ
た

仲

川

が

卜
る
」

と
に
心

な

報
告

を
し
た

。

圭

だ

「
児
栄
四

脊

・

ポ
ル

ノ
禁

出
法

」

ヤ

ア

ど
も

性
宍
行

禁
止

法
」

と
い

う

名
称
に

し
て

も

ら
卜
だ

卜

、
と

の

捉
文

も

。
兄

星
の

商
業

的
性

的
搾

取
口

閲
す

る
第
２

同
吐

界
会

議
」
の

開

催
圸
で

あ

る

横
浜

市
か

ら
は

、
助

役
の

膝
片

紀
代

子

さ

ん
か

参
加
し
た

。
「
横
浜

巾

と
し

て

も

巾
民
の

方

が
川
解

を
深

め
る

匸
と

が
で

き
る
よ

う

、
巾
回

参
加
や

ら

シ
ン

牛

ご
ウ
ム

を
川

催
し

ま

す
」

と
会

揚
で

発
六
　

「
匸

催

者
と
辿

携
し
匸

、
簗
２

川
会

議
の

説
功
口

白
け

、

努
‥（

し
匸

卜

き
卜
に
匸

と

述

タ

パ

る

。

（

高
嶋

紀
子

ム　

レ
六 匝 ） ‾稾 約 勧 告 適 用 専 門 丿蕕 雀 示 涙 ‾覇 告T

厂
日 本 政 府 に 戦 時 下 強 制 労

レ 補 償 勧 告

、｢

慰 安 婦｣ は 桐
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占
活

川

慳
門

家
今

回

言

ノ

お

ば
ど

年

次
報
片

草
蝗

出
し

た

が
、
そ
の

①
匸

Ｉ
Ｌ
Ｏ

２９
‥
し
呆

約
言

閇
し

、
凵

木
加
代

町
工

に
行

ご

し

心

女
囲

膕

問

⑤

う　　D:lレガ97　　 し 煎F 廖」
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問
条
約
で

解
決
済
み
」
七
四
宵

番

と

よ
卜

辷

か
、
十
干
の
戦
午
犯
罪
七
対

し
、
駁
苔

方

二
‐
吉

士
吉
士
な
柚
賠

を
行
二

大

仁

ブ
・
ツ
と
言
対
叩
⑤
な

凵
本
政
府
四
か
た
く
な
態
度
匚

、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
は
強
卜
疑
問
を
抱
卜
匸
卜
る
。

二
四
問
戸

前

０
糾
ん
匸
卜
る
巾
人

川
休
「
戦
後
袖
皿
ネ
ヨ
ト
フ
ニ

ニ

隹

腦

っ
述
４　匸

川 令

几 同
四 ネ
勵 ッ

片 卜
と ２

か は

/筐　 ｀
る
と

ｰ=-－-

ユ
ー
ス

七
礼

与

つ
ゲ

ゾ

の

か

、
レ

ユ

ネ
ー

フ
で

駐
在
の

口

牛
四

大
行

員

つ
は

記
澎
に

も
し
二

く
加

膣
か

言

恍

し

が

し

、
旧

際

㈹
匸
こ

れ

だ
け

多

分

縦
穴

加
山
ニ

ト

る
の

べ

口

企
川

内
二

回
上

白

二
回
弓

肘
匸

仟
⊇

戸
示

圃

題
、
陂

町
万

レ
つ
壮
祐
川

土
町

ず
つ

几

ん
广

バ

る
状

言

二
の

劭
Λ

童
月

一
＜

れ
る
よ

う
署

ダ
‥
佶
動
を

す
る

⑤

二
回
付
し

、
政

府
言

言

示

⊇

る
」

と
Λ

つ
匸

卜
る

。

犬
柏
撲
群
炭
所

サ

匸

泰
三

に

が
、
殃
言
な
か
ら

サ
回
も
言
阪
町
川

右
京
町
翔
爭
杯
を

遐
す
川
内

寸

言

牡
ベ
レ

。
「
円
た

....』..
至

哲ﾐ

１

匹

H=ｊ

討 罔 幃

丿虱 で

尹H 袢1

寸;　 ’≒j

刧と 匸

丿淡 き

Ｊ` だ

と

卜

了

▼

女

七

帽

役

牛

じ

ん

と

し
匸

匸

卜

る

の

匸

口

な

へ

≒

’｛
ｙ
・

か

が

士

回

俯

る

心

一

の

二

九

匸

あ

る

に

言

氏

か

に
し

優

叩

に

て

行

わ

れ

⊃

几

下

仟

言

卒

土

は

肖

然

願

噐

心

行

匸

、

即

小

か

た

本

た

ま

に
ズ

ト

た

ヤ

ッ

ケ

ニ

万

参

白

子

牡

が

ど

う

し

て

卜

匸

卜

蝠

▼

皿

心

ヰ

爪

っ

ゾ

ご

た

」

よ

七

上

卜

う

白
へ

言

昇

伎

も

能

彭

大

言

ソ

俳

言

匸

き

仁

又

化

七

、

二

力

ド

ド

も

ま

と

て

［

回

谷

山

▽

三

匸

聯

、
ヽ

が

衣

九

今

戸

石

幵

∩

匸

か

匚

ヅ

レ

こ

价

心

一

な

…
…
］’ふ
‥ｙ
’
｝’ｙ
’一

卜

う

こ

こ

に

ベ

レ

▼

べ

せ

よ

セ

匚

俵

匚

卜

匸

ソ

ハ

ト

白

七

卜

え

ば

、

「

女

卜

二

不

言

、
ツ

ヱ

り

女

几

贈

斤

士

心

る

⊇

万

言

ニ

ト

う

七

元

匸

あ

る

ゾ

て

①

諚

⑤

四

谺

⑤

白

う

こ

ま

犬

匸

三

匸

Ｔ

古

八

万

上

／

二

九

こ

つ

ん

▼

に
Ｉ

プ

ブ

厂

卜

人

イ

①

二

万

か

つ

白

子

甘

二

号

今

言

言

八

白

ブ

①

ブ

不

言

士

甘

言

万

言

ブ

謡

友

ド

ニ

今

⑤

卜

⑤

ニ

ッ

ブ

ゾ

子

役

牛

几

サ

言

言

完
二

言

う
八
寸
言

言

匸

ツ
．

言

心

ナ
ニ

回

と

言

万

言

亡

ニ
ソ

ズ

且

ゲ
ヤ
⊇

に
▼
人
州
庁

を

久
卜
心
七

徴
収
で

き

る
よ

う
匸

乍

⊇

し
ツ

研

岫

且

万
匸

Ｉ

呂

Ｔ
‘７
Ｊ
①

）
。
多

犬

そ

力
じ
①

友

川

権

や

余

⑤

二

に
意
往
か

な

レ

フ

昂

斤

解
し

に匸

こ
め

言

二

な

气

女
性
匸

に
九
匸

も
ら

わ
な

ブ

白
言

ゾ

か

弌
昌

匸

し
ケ

ル

ン
テ

ン
シ
ラ

ブ

ル

回
協
（
三

川

佰

卜

こ
こ

う

二
白

心
匸

州

参

乍

ご
代

乍

‐
弋
　

而

仟

二

仁

只

片

十

、
外
川

人
四

人
門

か
千

丁
⑤

二
し

、
Ａ

犬
卆
言

さ

な

卜
よ

う
よ
七
し

匸

牡
匸

卜

圭

や
凵

古

人
心

言

言

行

俯
八

四

薗
伴
廴

七
心

卜

。
ご
対

加
危

機

卆
菽

二

心
▼

な

往
女
廿

乍

卜

俵

匸
卜

汁
る
こ

七
匚

⊇

た
仁

勺

力
白

厂
ズ
九

差
回

折

二

人

ご

毋

よ
つ

じ
探

卜
仏

力
か
あ

る

力

匸

」
う

っ

。
／
／
／
／

二

／
／
ご

う
レ

／
ン

／
／

シ
：

／
二

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

石

仏
破

壊
を

確
認

ユ

ネ
ス

コ
沢

口

囗

、
イ
ス

ラ

ム

京

俚

判

義

糺

織

タ
リ

ヘ

ン

か

、

、
（

Ｉ

ミ
ヤ

ン

の
卜
内
［

］仏

を
破
壊
し

仁

匸
と

今
佰

認
し

た

仁

大
剛

今
託

言

・

年
金
不

支
給

は

「
合
憲
」

田

回

年
企

ぶ
圉
七

時
匸

、
幃

言

言

≒

へ
し
ニ

ン

フ
皿
雨

べ

障
害
愉

批

大
栄
ヤ

説
万

衣

百

さ
衣

言

占

乃

女

性
フ

ツ
寸

‐

シ
顫
か

、
旧

作
脳

出
京

座
後

‐０

言

万

言

言

つ
七

夕

、
言

言

心

言

迎

口

と

訴

え

匸

’二

心
下

土

二

雌

岫
戴
に

卜
卜

今
廁

坤

８

川
目
⊃

。

・

教
員
に

給
与

返
還

請
求

◇

☆

《

辻

川

。。

一

白
付
士
川
に卜
に一
目
、
言

言

卜

牛

∧

广

①

二

①

○

に
麗

士

一

子
牛
乍
？

９
几
二
単

土
谷

の
ま
ま
。

匕ｶ ジマル⑤う

す

く

Ｇ

ほ

ん

の

り

四

令

の

い

ろ

Ｊ
Ｅ
」し
　
　
　
　
　
　
　
　

卜
鯵
万
万

城
下
町
の
面
影
を
今
も
残
す

う

す

く
ち
の
ふ
る
さ
と
、
播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
子

守
歌
に

ゆ
っ
く
り

と
歳
月
に
磨
か
れ
た

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う

す

く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ
　
‐

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し
く

引
き
を
て
ま
す
。
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うすくち醤油発祥の地:兵庫県龍野市

ヒ タiジ マル 顏 油 株 式 会 社

る 饗 ノハニ反 対 す る 人 行 丿隹 かj｣ 寸) 訌

だ こ と 、｢ ＶＡ Ｗ Ｗ －ＮＥＴう 丱 ａｌＵにが

ら 、女ﾔ|ﾓ 国 際q 楔犯 法 廷 で 隴｣ご女 婦 匚

対 す るyjｲ Ｅは 囗 本 に あ る と し たTI｣

決 が 剥 けここ と 、｢にﾄﾞﾉﾐの 教i ……l?'ﾝ5し 圭 も

る 山'Lこの ご削　 か ら{IL:L、｢!｣(ﾉ_)丸 ／ 〉八

が 代] に｡対 す る 笳jめ 付 け が き つ く

な り 、ｲ･ ど も の 人 柿ﾐ 鍵 ﾂﾞ廴さ え 起 こ

っ て い る こ と か･ 報 告 さ 才回こ。 ？i

[刈 、 人 権 芹 万] 、 ぞ し 匸 皿攵為 の 徂 が'

望 ま な い 力 向 に 面Jき 始 め て い る 。

｢ こ う し たi 瓷九 を 削 め る の は 、 な

ど|ﾓを 莇び台のJ 錙 匚 た く さ/ 昌苙 り 込 拉

こ と だ 。 攵 惆工い に鄒 を へTる ！ 攵 がI

女 の 力 を 已 に よ う 匚　 と 、j]旧 任かj

ら1ﾘ|ぺけ つ け た　 二女判ﾐ 議 囗 を ふ や す

ネ ッ ト ワ ー ク ・ し べ の ： 今 上この10

川]j亡 良 き/ ご 七ﾉ 判加く よ り か卜t だ 、

３ 月81 ……卩ﾌ ］）I万万=1.1.1ﾐ|lg;i･女 ’･IKI.五う二こ’_一に ち 六;

ん だ 『 才3 ん な た ち の 祭 り 』（ ９ ㈲ ）

は ］ぽ ］ 、 「 こ こ か ら だ　 二お ん な た

ち の211111 消d　 つ な が ｀つ て ア ク シ ョ

ン!! 」 老 子 一一マ に 、 女･ ﾄﾞ1ﾓ た ち の 新

た なj 吏 群 亭を り虱 調 し なﾌ り1 ら 、 今 日 の

深 刻 な 問 題 へ の 取 り 屏t み 、 そ の 申

に 展 示 、iJT ↑I組1 の 八 紡! と Ｕ 、 寸 丿劉 、

沿 ㈲ つ と 華 や か 匚 祭 り ら し い 訖引 出

で 、 ］ ［･| を 湟5 し ん だ 「 東 京 ウ ィ Ｘ

ン ズ ブ う ザ 長

俚 禎 年 十几 よ 婚 外 了 、 女 悁ﾐ 匚 で対 す る

纐 力 、 攵ﾔ 」五と で=［E 金 な ど ６ つ の うよ科
一

全 に 分 か 才卜 討i 儀 。 勹づ 淞 は 全 体 ご爻

で 、 メ イ ン は 口j 恵 卯 拒 川 水 に よ る リ

レ ー－ ・ メ ッ セ ー ジ 。［ 世 界 女 守 口 石 仏

2000 ］ ﾌﾞﾝ･ ら 、目乍 堕10 川 ニェ ユ ー ヨ ー－
ヤ
ク

で160 力 八=娟 、2500 人 ﾌ ﾊ゚ﾞ 参 加 し て 、

吐 界 の す へ て の 貧| 木 ］と 女4 生 に 対 す

｣ぱ､読者とともにつくる新聞です
-

ユ女性二

降旗あつ子_｡』 謚言漣参

全
政
党
に
、
公
職
選
挙
の
候

補
者
を
男
女
同
数
に
す
る
よ
う

定
め
た
「
男
女
同
数
法
」
が
昨

年
５
月
に
成
立
し
、
同
法
適
用

の
初
の
選
挙
が
今
川
の
皿
囗
、

1
8囗
に
行
な
わ
れ
る
。

フ

フ
ノ
ス
の
選
挙
で
は
、
投

票
用
紙
の
女
性
俟
拙
者
の
氏
名

の
欄
匚

、
「
付
所
匸

仄
九
≒
黙

っ
て
料
理
を
し
て
卜
ろ
」
と
卜

う
よ
う
今

泉

‥
き
を
よ
く
見
る

彑

⑤
つ
。
ま
た
、
友
人
の
Ｇ
の

恆

ぼ

＝
褻

女
の
辿
九
合
卜
は

疱
元
の
緑
の

党
の
リ
ー

ダ
ー

で

、
巾
の
助
役
。
あ
る
晩
、
完

の
会
今
に
彼
女
も
参
加
し
よ
う

と
身
支
度
を
輻
え
て
い
る
と
。

「
そ
ん
な
に
着
飾
ニ

ト

エ
コ

只
マ
ス
ト
の
集
ま
０
に
行
く
つ

も
り
か
？

今
囗
は
化
粧
を
す
る

な
よ
」
と
言
っ
て
、
露
骨
に
い

や
な
顔
を
し
た
と
い
う
。

Ｇ

は
、
「
自
分
た
ち
は
革
命

岫
な
政
め
を
し
て
卜
る
つ
も
り

⑩

る
ほ

ど

、
こ

の

国
の

政
冶
は

マ

チ
ョ

的
で

、
女

性
の

進
出

を
拒

み

続

け
て

い

る

。

ド

イ

ツ

及

び

北

欧

諸

国
で

は

、
女
性

議
貝
の

割
ぺ
」
は
3
0
～

韭
％

。
一

般
に

マ
チ

ョ
の

傾
向

「
男
女
同

数

法
」

9
0年
代
匚
な
っ
て

、
女
性
の
　
ら
な
卜
よ
う
に
、
社
会
党
の
女
　
ど
、

」
部
は
対
策
外
）
が
戊
立
　
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
は
、
江
目

ら
匸

い

け

ど

、
縁
の

党
だ

コ

匸

結
言

、
他

党
の

固
だ
ち

と
同

し

よ

う
な
レ

ベ
ル
よ

。
マ
チ

ョ
（

男

性
中

心
古

今

な
の
よ
！

）
と

苦
々
し

げ
匸
こ
。イ

た

。

フ

う
ン
ス

謳
で

「

政
治

」
は

ヅ

ー
ホ
リ

テ
ィ

ヨ
ク
」
で

、

女
性

名
詞

だ

が
、
現

実
は

な
ぜ

女
性

名
詞

な
の
？

言
い

た

く
な

政
界
進
出
が
進
み
、
匸
の
不
平
　
性
候
補
者
の
割
合
を
3
0％
以
卜
　
し
た

。

等
は
フ
う
ン
ス
の
大
き
な
社
会
　
匸
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
、
当
　
　
　

欧
州
レ
ベ
ル
で

、
ギ
リ
シ

問
題
と

し
て

、
さ
ま

ざ
ま

な
機

会
に

収
い
リ
ト

げ
ら
れ
て

き

た
．

9
5年

、
保
守

派
の

ジ
ュ

ヘ
价

相
は

、
政

付
の
．要
黽

仁

．
挙
に

１２
人

も

の

女

性

を

起

川

し

た

が

、
数
か

囗
バ
後
口

は
８

人

を
解

成
立
後
の
初
選
挙

か

強
い
と
い

わ

れ
る
ス

ペ
イ
ン

で

も
2
8
％

、

ポ
ル

ト

ガ
ル
で

口

％

だ
。
フ
ラ

ン

ス
は

わ

ず
か
罔

・
９
％

。
平
等

草
皿

こ

匚

袒
け

る
国

、
一

方

、
7
0年

代
以

降
フ

す

三

ズ
厶
の

運
動

が

、
女
件

の

様
々
な

権
利

を
勝

ち
取

っ
て

来

た
フ

ラ

ン
ス
で

、
匸
九

は
に回

じ

ら
九
な

卜

数
字
だ

。

仟

。
「

女
性

を
ち
Ｏ

紕
の
よ

う

に

扱

回

心
」
マ

チ
ョ

片
相

と
の

焔
印

を
神

亡
牡

終

ブ
匸
卜
る

。

一
八

災

⑤

は

、
に乂
性
議

輿

数
倍

増
を

党
心
メ

イ
ン
テ

ー

マ
に

掲

げ
、
9
7
年
の

国
民

議
会

俵

尚
也

挙
の

際
、

ジ
ョ
ス

パ
ン

价

相
は

、
女

性
議
罔

が

欧
州
で

も
・
址
低
の

線
で

あ

る
国
％

を
倒

時
の

話

題

を
さ
ら
・
つ
た

。
そ
の

ジ

ョ
ス

パ
ン

首

根
の

ち

と

㈲

ザ
、
男

女

同

数

法
（

県

議

べ

既に社会党は、1997 年 の国 民議会議員選挙

で、各選挙区の女性候補者の数が30％以上で

あることを義務付け、話題を呼んだ。（写真

は儿・ヌーベ儿・オブセルバター誌2（）00年11

月23日 号より）

ヤ
匚
次
卜
で
女
礼
議
し
か
少
な

ト
フ
ラ
ン
ス
か
、
ば
か
の
円
匚

先
駆
け
て
匸
の
佰
新
的
な
法
川

に

隴

す

る

。

几

会

党

の

ニ

リ

サ

ベ

ッ

ト

幸

ケ

ー

、

マ

ル

テ

ィ

。

ン

・
す

厂

フ

レ

ー

、

七

ゴ

レ

ン

ー

ロ

ワ

イ

ヤ

ル

さ

ん

ら

数

人

の

先

駆

㈹

女

性

議

口

は

卜

七

ス

パ

ン

政

代

卜

で

人

ぺ
に
職

匚

つ

弌

ア

マ

シ

ス

の

政

治

を

支

え

る

頃

要

な

位

置

を

占

め

匸

卜

る

。

「

女

で

も

で

き

る

。

卜

や

引

け

卜

か

ら

・：

二

皿
。人

皿
な
ｙ
ヱ

、
・
も

っ

匸

そ

白

こ

と

を

子

卜
匸

示

し

た

屐

攵

た

ち

の
（

万
恍

か

、

「

旋

性

を

政

お

の

恆

に

！

」

と

卜

う

匪

詣

の

洛

い
リ

ト

か

り

匚

拍

中

卆

毎

べ

碌

々

・
心

口

対

立

に
七
を

押

し

川
天
气

口

法

大

白

不

足

人
万

卆

言

め

た

。

男

に
ズ

圃

数

法

は

火

た

し

匸

呪

性

巾

し

卜

義

の

フ

ラ

ン

ス

の

政

め

風

に
示

蓉

范

ら

加

る

だ

う

っ

か

匸
　
　
　

（

つ

づ

く

）

川川目口口日口囗目目川川川口目川目日卜 目卜卜凵日口川目 川川目
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男女共同参画社会で自然な形

東
北
南
部
、
北
関
東

に
多

ま
だ
残
っ
て
い
る
公
立
高
校

の
男
女
別
学
。
旧
制
中
、
女
学

校
か
ら
の
伝
統
か
あ
り
半
世

紀
、
牢
固
と
し
て
崩
れ
な
い
よ

う
に
見
え
た
か
、
い
ま
、
別
学

の
多
い
地
区
で
共
学
化
の
風
が

吹
き
は
じ
め
て
い
る
。

戦
後
の
学
制
改
革
。
そ
れ
は

「男
女
共
学
」
の
は
じ
ま
り
で

も
あ
っ
た
。
が
、
高
校
に
関
し

、㌧

旧
制
名
門
校
を
中
心

に
し
て

て
共
学
化
が
嘱
む
福

ド
、

て
は
、
新
制
切
り
替
え
時
の
占

領
軍
の
差
と
も
一・[わ
れ
る
が
、

各
県
は
ら
ば
ら
で
行
わ
れ
た
た

め
、
公
立
で
あ
り
な
が
ら
50
年

近
く
も
別
学
と
い
う
高
校
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
。地
区
的
に
は

東
北
地
方
南
部
、北
関
東
に
多

く
、戦
前
の
旧
制
中
学
、女
学
校

の
名
門
校
に
多
い
。男
女
別
学

率
の
多
い
県
を
見
る
と
①
群
馬

32
%
②
宮
城
31
%
③
栃
木
26
%

④
福
島
13
%

(99
年
)。

が
、男
女
共
同
参
画
社
会
が

国
の
行
き
か
た
と
し
て
定
着
し

て
い
く
な
か
で
、共
学
化
の
動

き
が
出
て
き
た
。男
女
共
学
の

方
か
当
た
り
前
て
自
然
な
姿
で

は
な
い
か
と
い
う
考
え
か
増
え

た
こ
と
に
加
え
、少
～
化
で
生

徒
数
か
減
り
、高
校
自
体
の
見

直
し
も
迫
ら
れ
る
状
況
の
な
か

で
変
革
に
向
か
っ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
県
の
な
か
で
も
ト
ノ
ブ

を
切
っ
て
い
る
の
か
福
島
。1

9
9
4
年
か
ら
10
年
謝
画
で
す

す
め
て
お
り
、2
0
0
3
年
て

完
全
共
学
の
予
定
。宮
城
や
群

馬
も
共
学
を
め
さ
し
島
校
の
あ

り
方
を
考
え
る
委
員
会
が
で

き
、風
が
吹
き
は
じ
め
て
い
る
。

福
島
県
は
93
年
に
は
高
校
か

88
校
あ
り
、う
ち
別
学
校
は
20

校
(男
子
8
、女
子
12
)だ
っ
た
。

現
在
そ
れ
が
10
校
に
減
っ
て
い

る
。だ
が
福
島
県
で
は
こ
れ
か

ら
が
ヤ
マ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
と
し
4
月
か
ら
い
わ
き
、郡

山
。来
年
は
会
津
、再
来
年
は
福

島
、相
馬
が
共
学
化
の
予
定
だ

が
、こ
れ
ら
の
地
区
は
、「名

門
」、伝
統
校
そ
ろ
い
な
の
た
。

こ
れ
ら
の
伝
統
校
は
中
学
痕
人

し
て
も
め
ざ
す
と
い
わ
れ
た
と

こ
ろ
。共
学
化
し
て
も
、は
し
め

か
ら
男
女
半
々
と
は
い
か
な
い

た
ろ
う
か
、徐
々
に
自
然
な
形

に
な
る
と
県
教
委
は
見
て
い

る
。旧
制
時
代
か
ら
の
歴
史
を

負
っ
た
名
門
校
だ
け
に
校
舎
は

古
く
老
朽
化
し
て
お
り
、女
了

校
の
場
合
、校
庭
も
狭
い
。共
学

化
と
と
も
に
改
築
や
総
合
学
科

の
取
り
入
れ
な
ど
も
行
わ
れ

る
。宮
城
県
は
、99
年
に
知
事
が

共
学
化
を
表
明
、県
教
委
も
公

立
校
す
べ
て
の
共
学
化
が
望
ま

し
い
と
い
う
力
針
は
出
し
て
い

る
。し
か
し
長
年
別
学
を
認
め

て
き
た
歴
史
が
あ
り
、別
学
て

い
い
と
い
う
声
も
あ
る
。生
徒

数
の
減
少
も
あ
り
高
校
全
体
の

見
直
し
か
必
要
な
こ
と
か
ら
、

広
く
意
見
を
聞
き
な
か
ら
、
時

間
を
か
け
て
「県
立
高
校
の
将

来
構
想
」を
策
定
中
。し
か
し
、

共
学
の
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

こ
と
は
た
し
か
た
。

群
馬
県
は
県
教
委
が
昨
年
8

月
2
0
0
2
年
か
ら
10
年
間
で

全
公
立
校
を
共
学
化
す
る
と
い

う
案
を
発
表
。「学
校
教
育
改
革

推
進
計
画
策
定
委
員
会
」も
で

き
、共
学
問
題
だ
け
で
な
く
生

徒
数
減
少
に
備
え
、高
校
の
再

編
、整
琿
、統
廃
合
な
ど
ト
ー
タ

ル
に
教
育
問
題
を
考
え
て
い

る
。こ
の
委
員
会
は
中
間
ま
と

め
も
発
表
し
た
が
、県
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
共
学
を
考
え

る
と
い
っ
て
い
る
。

同
県
て
は
巾
民
グ
ル
ー
フ

か
、
10
年
と
一召
わ
ず
も
っ
と
早

い
共
学
推
進
を
、と
主
張
、活
動

し
て
い
る
。
共
学
化
の
方
劃
は

動
か
な
い
た
ろ
う
。

車
椅
子
、
ハ
ワ
イ

へ
ゆ
く

前
回
、
桔
梗
さ
ん
と
同
室

で
、
ト
ド
と
呼
ば
れ
た
百
合
さ

ん
は
、
若
い
頃
、
と
て
も
活
発

な
女
性
た
っ
た
と
い
う
。
2
人

の
子
ど
も
が
ま
た
幼
い
頃
夫
を

亡
く
し
、
女
手
ひ
と
つ
で
夢
中

で
子
育
て
を
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
よ
う
や
く
成
人
し
た
頃
、

「燃
え
つ
き
症
候
群
」
と
で
も

言
う
の
だ
ろ
う
か
、
急
に
気
力

か
衰
え
て
き
た
。
骨
粗
し
ょ
う

症
て
わ
ず
か
な
こ
と
で
、
肋
骨

に
ひ
び
か
入
っ
て
か
ら
は
、
な

お
さ
ら
、
運
動
不
足
に
な
り
、

⑤

睡
眠
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、

外
の
力
に
頼
る
よ
う
に
な
っ

た
。
多
分
、
そ
の
薬
の
副
作
用

だ
ろ
う
か
、
し
ば
し
ば
皮
膚
が

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
、

ま
す
ま
す
悪
循
環
に
入
っ
た
。

そ
の
頃
は
、

「早
く
死
に
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。そ
ん
な
頃
、

『野
の
花
通

信
』
で
、

「麻
雀
教
室
」
を
開

く
こ
と
を
知
っ
た
。
コ
ル
フ
も

や
っ
て
い
た
し
、
も
と
も
と
勝

負
事
が
好
き
だ
か
ら
、
麻
雀
を

覚
え
て
み
よ
う
、
と
い
う
気
に

な
っ
た
。
そ
れ
か
約
-
年
前
。

ぼ
く
が
始
め
た
ば
か
り
の
、
麻

雀
教
室
の
最
初
の
生
徒
さ
ん
に

な
っ
た
。
そ
れ
ま
て
は
、
少
し

で
も
体
調
が
良
く
な
い
と
外
出

を
控
え
て
い
た
百
合
さ
ん
だ
っ

告侵幸

自
宅
訪
問

、
法
廷

に
同
行

被

害

者

支

援

都
民
セ
ン
タ
ー

「無
料
相
談
」
実
施

た
か
、
麻
雀
だ
け
は
例
外
に
な

っ
た
。
趣
味
と
の
出
会
い
は
、

不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
1
年
の
間
に

「役
満
」
と

呼
ば
れ
る
、
ゴ
ル
フ
で

言
え
ば

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
み
た
い
な
こ

と
を
、
2
度
も
や

っ
た
の
だ
。

百
合
さ
ん
の
四
暗
刻
と
第
三
元

は
、

「野
の
花
」
の
中
で
も
有

名
に
な

っ
た

(ち
な
み
に
師
匠

の
ほ
く

は
、
麻
雀
歴

は
長

い

が

、
役
満
を
や

っ
た
こ
と
は
な

い
)
。
百
合
さ
ん
の
両
親
は
、
大
の

侮
外
旅
行
好
き
。
親
き

ょ
う
だ

い
が
皆
、
侮
外
を
経
験
し
て
い

る
の
に
、
百
合
さ
ん
だ
け
は
、

体
調
に
不
安
が
あ

っ
て
、
出
か

け
た
こ
と
か
な
い
。
今
回
、
「
野

の
花
」
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験

旅
石
の
計
画
を
聞
き

「
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
」
と
思

っ
た
。

百
合
さ
ん
は
、
牡
丹
さ
ん
、

水
仙
さ
ん
、
桔
梗
さ
ん
に
比
べ

る
と
、
ハ
ン
デ
ィ
は
少
な
い
。

ま
す

の
き
よ

し

N
P
O
法
人
「
野
の
花
」
理
事

相
談
員
の
大
久
保
恵
美
子
さ
ん
に
現
状
を
聞
く

突
然
遭
遇
し
た
犯
罪
や
事
故

で
、
心
身
に
車
い
後
遺
症
を
負

い
、
苦
し
み
な
か
ら
生
き
る
被

害
者

(遺
族
を
含
む
)
は
、
放

置
さ
れ
、
孤
立
し
て
い
る
の
が

実
状
だ
。

犯
罪
被
害
者
の
声
を
、
専
門

家
が
無
料
の
電
話
・
面
接
相
談

で
受
け
止
め
、
被
害
者
の
希
望

に
応
じ
て
、
病
院
、
警
察
、
法

廷
等
へ
付
き
添
い
、
来
所
で
き

介
護
認
定
も
申
請
し
て
い
な

い
。
彼
女
の
場
合
は
、
体
力
よ

り
も
む
し
ろ
、
精
神
的
な
不
安

るウロコ落 ち
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か
、
最
人
の
ネ

ノ
ク
た

っ
た
。

て
も
、
自
分
よ
り
も

ハ
ン
デ

ィ

の
大
き
な
人
た
ち
か

ハ
ワ
イ
に

行
く
と
い
う
こ
と
で
、
百
合
さ

な
い
被
害
者
に
自
宅
訪
問
す
る

な
と
の

「直
接
的
支
援
」
を
行

う

「㈹
被
害
者
支
援
都
民
セ
ン

タ
i
」
が
、
東
京
都
潜
区
に
聞

設
し
て
、
4
月
で
1
年
に
な

る
。椙
談
員
の
大
久
保
恵
美
～
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

◇

「事
件
直
後
、
被
害
者
は
荘

然
自
失
。
大
切
な
家
族
を
失
っ

ん
の
気
力
が
蘇

っ
た
よ
う
た
。

「今
回
は
、
必
ず
行
き
ま
す
」

と
、
ス
タ
ッ
フ
に
何
度
も
確
認

し
て
い
た
。
百
合
さ
ん
か

ハ
ワ

イ
に
行
く
気
に
な

っ
た
、
も
う

ひ
と

つ
の
要
因
は
、
麻
雀
で
自

信
を
取
り
戻
し
た
こ
と
で
は
な

い
か
と
、
ほ
く
は
推
測
し
て
い

る
。と
こ
ろ
で
、
百
合
さ
ん
は
、

初
め
か
ら

「私
は
買
い
物
す
る

わ
よ
」
と

言

っ
て

い
た

ひ
と

り
。
で
も
、
彼
女
か
ス
タ

ッ
フ

の
ひ
と
り

に
漏
ら
し

た
謡
藥

か
、
ぼ
く
に
は

「目
ウ
ロ
コ
」

だ

っ
た
。

「妹
が
、
侮
外
で
買

っ
て
き
た
エ
ル
メ
ス
の
ス
カ
ー

フ
を
私
の
前
に
並

へ
て
、
お
姉

さ
ん
、
好
き
な
の
選
ん
で
頂
戴

っ
て
言
う
の
よ
。
妹
は
善
意
。

た
け
と
、
私
は
口
惜
し
か

っ
た

わ
よ
」
。

お
土
産
に
も
、
人
の
心
の
複

雑
な
ア
ヤ
か
隠
さ
れ
て
い
る
。

「
目
ウ
ロ
コ
」
い

っ
ぱ
い
の

A
,回
の

ハ
ワ
イ
旅
行
。
次
は
、

バ
リ
ア
の
多
い
、
国
内
猛
泉
旅

行
に
チ
ャ
レ
ン
シ
し
ま
す
か
。

11
こ
の
項
終
わ
り
目

て
も
現
実
感
さ
え
持
て
な
い
状

態
な
の
に

"あ
の
人
は
お
葬
式

て
涙
も
流
さ
な
い
。
悲
し
く
な

い
の
た
ろ
う
か
"
と
、
思
い
や

り
の
な
い
二口藥
が
ま
た
被
害
者

を
傷
つ
け
る
。
メ
テ
ィ
ア
の
事

実
と
異
な
る
報
道
や
強
引
な
取

材
で
、
被
害
者
は

"2
度
"
傷

つ
け
ら
れ
て
い
る
」

「小
説
て
は
、
何
か
不
幸
が

あ
る
と
家
族
が
一
致
団
結
、
手

を
差
し
伸
べ
な
が
ら
元
気
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
の
か
ス
ト
ー

リ
ー
。
が
、
実
際
は
対
処
能
力

を
越
え
た
出
来
事
で
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
互
い
を
支
え
る

力
も
な
く
し
て
い
る
。
子
と
も

を
守
れ
な
か
っ
た
と
、
自
分
を

責
め
続
け
る
母
親
、
一
家
の
働

き
手
を
失
い
生
活
に
困
り
、
家

族
間
で
互
い
を
責
め
な
が
ら
崩

壊
へ
向
か
う
家
庭
。
ま
ず
、
被

害
者
の
実
状
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
。

欧
米
に
比
べ
、
日
本
の
被
害

者
支
援
は
遅
れ
て
い
る
。
東
京

医
科
歯
科
大
に
山
上
皓
教
授
に

よ
り
、

「犯
罪
被
害
者
椙
談

室
」
か
設
置
さ
れ
た
の
か
9
年

前
。
そ
の
後
、
専
門
家
ク
ル
ー

プ
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
の
実
態

調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
実
績
を
踏
ま
え
、
昨
年

「㈱

被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー
」

が
設
立
さ
れ
た
。

日
本
の
被
害
者
支
援
は
、
よ

う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
。

「被
害
者
支
援
で
長
い
経
験

を
持
つ
米
国
て
は
、
支
援
組
織

か
幣
察
の
無
線
を
傍
受
し
て
い

て
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ

け
る
。
こ
う
し
た
民
間
の
支
援

組
織
が
弊
察
、
検
察
庁
、
裁
判

所
な
と
の
公
的
機
関
の
中
に
開

設
さ
れ
て
お
り
、
州
に
よ
っ
て

は
、
遺
族
の
会
も
組
織
の
一
角

に
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
活

動
し
て
い
る
」

今
年
-
月
時
点
で
、
同
セ
ン

タ
ー
に
は
1
6
7
1
件
の
相
談

か
あ
っ
た
。
女
性
が
相
談
者
全

体
の
麗
%
を
占
め
、
殺
人
、
交

「
お
父

さ
ん

の
た
め

の
ー

か
月
」

民
主
党

「育

児
休

業

法
」
改

正
案

ま
と

め
る

「民
主
党
・
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
W
T
」(川
橋
幸
子
座

長
代
理
)
は
、

「職
業
生
活
と

家
庭
生
活
と
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
の
育
児
休
業
法
の
改
正

案
骨
～

(案
)」を
ま
と
め
、
3

月
8
日
の
ネ
ク
ス
ト
・
キ
ャ
ビ

ネ
ノ
ト
で
r
承
。
野
党
各
党
に

呼
ひ
か
け
、
政
府
の

「育
児
・

介
護
休
業
法
改
丘
案
」
の
対
案

と
し
て
、
今
国
会
へ
の
提
出
を

目
指
し
て
い
る
。

同
案
は
、
育
児
休
業
を
取
る

こ
と
か
で
き
る
子
と
も
の
年
齢

を
、
小
学
校
就
学
始
期
ま
で
引

き
上
け
る
。
脅
児
休
業
は
、
ひ

と
り
の
労
働
者
が
原
則
7
か
月

取
得
て
き
、
両
親
共
働
き
の
場

合
、
最
高
で
6
か
月
分
を
配
偶

者
に
譲
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
ー
か
月
は
、
固
有
の

休
業
と
な
る
。
こ
れ
は
、
父
親

の
脅
児
体
業
取
得
を
促
進
す

る
、
社
会
的
な
雰
囲
気
作
り
を

進
め
よ
う
と
い
う
意
味
合
い
を

含
む
も
の
。
ま
た
、
休
業
期
間

を
2
回
に
分
割
し
て
取
る
こ
と

も

可
能
。
ひ
と

り
親

の
場

合

は
、
14
か
月
。
配
偶
者
か
専
業

主
婦
の
労
働
者
も
、
取
得
て
き

る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
他
、
子

と
も

の
百
護
休

暇
制

度
を
創

設
。
1
人
の
～
に
対
し
年
間
10

日
か
ら
15
日
ま
て
、
ひ
と
り
親

は
什
間
20
H
か
ら
30
日
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
育
児

・
介
護
休

業
を
取
得
て
き
る
継
続
勤
務
期

間
を
現
行
の
ー
年
か
ら
6
か
月

に
す
る
な
と
か
ホ
ィ

ン
ト
。

通
事
故
な
と
の
他
に
、
レ
イ
プ

(
2
6
1
)
、D
V

(
78
)
、
セ
ク

ハ
ラ

(
16
)
な
ど
の
性
被
害
も

目
立

つ
。

「
事
件
直
後
に
被
害
者
に
寄

り
添
い
、
的
確
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
支
援
者
が
側
に
い
る
と
い

な
い
の
て
は
、
被
害
者
の
立
ち

直
り
が
全
く
違
う
。
被
害
者
が

陸
の
孤
島
に
置
か
れ
る
状
態
で

は
、
辛
い
体
験
た
け
が
身
体
に

し
み
込
ん
で
、
精
神
的
な
回
復

や
社
会
に
対
す
る
信
頼
感

・
安

心
感
を
取
り
戻
す
こ
と
が
困
難

に
な
る
」
と
、

「
甲
い
段
階
か

ら
の
支
援
」
の
人
切
さ
を
強
調

す
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
警
察
な
ど

の
関
係
諸
機
関
と
も
連
携
し
、

被
害
者
の
社
会
復
帰
を
応
援
。

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等

も
石

っ
て
い
る
。
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
遺
族
の

「自
助
ク

ル
ー
プ
」
も
て
き
、
支
え
A
口
い

の
場
と
な

っ
て
い
る
。

財
政
を
支
え
て
い
る
の
は
、

㌔
に

一
般
企
業
や
個
人
会
員
の

寄
付
。

「現
行
法
て
は
、
被
害

者
の
権
利
は
な
い
も
同
然
。
社

会
の
認
識
が
高
ま
り
法
整
備
が

進
め
ぱ
、
予
算
も
つ
き
、
も

っ

と
多
く
の
支
援
体
制
か
整
う
」

と
話
す
。

「㈱
被
害
者
支
援
都
民
セ
ン

タ
ー
」
無
料
電
話
相
談
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号
の
、「
岡
山
市
『男
女
平
等
条

例
』
市
民
案
ま
と
ま
る
」
の
記

事
中
、
3
月
3
日
の
、
D
V
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
席
上
で
、

『
D
V
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
冷
う

く
る
会
』
が

、

議
題
に
ヒ

っ
た
よ
う
な
記
述
が

あ
り
ま
し
た
が
、
旺
し
く
は
、

条
例
案
を
作

る
ク
ル

ー
プ
と

は
、
別
の
市
民
ク
ル
ー
フ
に
よ

っ
て
発
足
か
企
画
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
誤
解
を
招
く
記
述

に
な

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、

お
こ
と
わ
り
ま
す
。

編
集
部

芝E&E

 

難
轟

㌔DO求の、明 日のため

東芝クウレーブ
一人ひとりの 個 性 が 集 まって素敵 な社 会 をつくるように

、

東芝 グルー プ810社(国 内555社 、海 外255社)は 、それ ぞれの 会 社 の役割 を

ト分 に活 かしなが ら、み なさまのお役 に 江ちたいと願 っています。

くらしからオフィス、そして藏 業社 会 て、映 像 と清報 と通信 が 融 合 したマルチメディアが つくる、

生 き牛 きとした社 会をめざす 私 たち。

その領 域 は、情 報 通信 、家 電、産 業 用 システム、エ ネルギー機 器、メディカル、半 導 体 、新 素材

痔楽 ・映 像 、各種 サ ー ビスなど幅 広 く、さまざまてす。

グループ24万 人の 一人ひとりの思、いは、この美 しい地球 環 境 と調 和 しなが ら、

安 らぎのあるくらしを世 界の人々と分 か ちあうこと。

その ために、私 たちクループ 各 社 は力を合 わせて豊 かな価 値 を創 造 し、

新 しい時 代 をきりひ らいていきます。

東芝
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女2001年3月20日(火 曜 日)3)

占

纏

磯

・羅

羅
雛世

慰
罧
鋤

、収
難
繊

厚

生
労
働

省
は

こ
の
ほ

ど
、
1
9
9
8
年
度

「
全
国

母
子
世
帯
等
調
査
結
果
」
の

概
要
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
母
子
世
帯
は
95
万

4
9
0
0
匿
帯
て
、
前
回
調

査

(
93
年
)
よ
り
16
万
5
0

0
0
世
帯
増
。
母
子
世
帯
の

収
入
は
2
2
9
万
円
で
前
回

(
2
1
5
万
円
)
よ
り
14
万

円
増
え
て
い
る
が
、

一
般
世

帯
の
収
入
平
均
6
5
5
万
円

口
国
民
生
活
基
礎
調
査
99
年

11
と

比

べ
る

と
3
分

の
ー

で
、
生
括
の
苦
し
さ
が
わ
か

る
。
こ
と
に
死
別
母
子
世
帯

の
2
8
8
万
円
に
比

べ
、
生

別
母
子
世
帯
は
2
1
6
万
円

で
、
72
万
円
も
少
な
い
。
父

子
世
帯
も

一
般
世
帯
に
比

べ

低
収
入
だ
が
、
そ
れ
で
も
平

均
収
入
4
2
2
万
円
で
母
子

世
帯
と
の
差
が
目
立
つ
。
な

お
、
収
入
は
就
労
賃
金
の
ほ

か
、
給
付
、
手
当
て
、
養
育

費
、
付
送
り
等
す
べ
て
の
収

入
で
あ
る
。

住
居
は
前
回
調
査
と
比
べ

生
別
母
子
世
帯
の
持
ち
家
率

が
低
下
17
・
3
%
し
か
な

い
。
死
別
の
67
%
、
父
子
世

帯
の
58
%
、
寡
婦
世
帯
の
6

割
が
持
ち
家
な
の
と
大
き
な

差
た
。
母
子
世
帯
の
85
%
か

就
業
し
て
い
る
が
、
常
用
雇

用
者
は
5
割
し
か
な
い
。
パ

ー
ト

・
臨
時
が
38
%
で
前
回

よ
り
7
%
も
増
え
て
い
る
。

な
ぜ
隠
す
?
生
別

母
子
世
帯

の
収
入

こ
の
調
査
は
厚
生
労
働
省

(厚
生
省
)
が
5
年
に
1
度

ず
つ
発
表
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
3
月
3
日
の
新
聞
に

「母
子
家
庭
5
年
で
2
割

増
」「離
婚
・
未
婚
の
母
増

加
、
目
立
つ
養
育
費
未
払

い
」
と
い
っ
た
見
出
し
で
紹

「
層
騨
騨
「
旧
■
一
一
口
■
一
一
■
一
一
一
一
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
圏
■
"
扁
需
■
一
卿
層
一
旧
一
卿
願
闇
一
一
}
騨
一
一
一
胃
一
一
一
一
一
一
■
一
一
一
■
一
一
■
一
薗

国
立
女
性
教
育
会
館

(ヌ

エ
ノ
ク
/
大
野
曜
館
長
)
で

は
、
8
月
24
日
～
26
日
に
開

催
の

「平
成
13
年
度
女
性
学

・
シ
ェ
ン
ダ
i
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
自
主
企
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ノ
ブ
を
募
集
中
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
形
成
に
向
け

て
、
全
国
で
活
動
す
る
女
性

た
ち
の

"研
究
""教
育
"
実

践
"
を
む
す
び
、
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
女
性
の
人

権
の
確
立
を
目
指
す
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
場
と
し
て
、

毎
年
、
参
加
者
の
自
主
企
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ソ
プ
を
中
心

に
、
開
催
し
て
い
る
も
の
。

毎
年
、
多
く
の
参
加
希
望
が

あ
り
、
こ
の
期
間
は
、
会
館

中
が
佛
き
上
が
る
、
人
気
の

あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
21
世

紀
の
男
女
平
等
・
開
発
・
平

和
-
働
い
て
生
き
る
ー
」。グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
進
む
失

業
、
不
安
定
雇
用
。
そ
の
影

響
を
最
も
受
け
て
い
る
女
性

た
ち
の
肩
に
は
、
家
事

・
育

児

・
介
護
の
負
担
が

・。
女

自主企 画 ワークシ ョップ募集 中

今年 のテ ーマ は「21世紀 の男女 平等
・開発 ・平和一 働 い て生 きる」

介
さ
れ
た
。
死
別
世
帯
は
全

体
の
2
割
に
過
き
ず
、
対
照

的
に
離
婚
か
3
割
、
未
婚
は

85
%
も
増
え
た
こ
と
か
大
き

く
扱
わ
れ
た
。
母
子
家
庭
の

平
均
収
入
が
父
子
家
庭
に
比

べ
て
も
少
な
い
こ
と
は
新
聞

に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た

が
、
全
く
書
い
て
い
な
い
新

聞
も
多
い
。
父
親
か
ら
の
養

育
費
を
受
け
取
っ
て
い
る
人

は
2
割
、
取
り
決
め
も
な
い

人
か
6
割
と
い
う
こ
と
は
ど

の
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
た
。

私
は
こ
の
新
聞
記
事
に
違

和
感
を
持
っ
た
。
私
が
、
こ

の
調
査
の
度
に
痛
感
す
る
の

は
母
子
世
帯
の
貧
し
さ
だ
。

こ
れ
は
女
性
全
般
の
賃
金
の

低
さ
の
た
め
で
あ
り
、
い
っ

た
ん
家
庭
に
入
っ
た
あ
と
、

離
婚
と
な
っ
た
女
性
は
、
再

就
労
を
考
え
て
も
有
利
な
働

き
場
所
を
得
に
く
い
か
ら
で

も
あ
る
。
88
年
調
査
ま
で

一

需
一

「

馨霧霧

調鰻

馨

 

は
、
母
子
家
庭
の
収
入
は

一

般
家
庭
の
約
2
分
の
ー
だ
っ

た
。
そ
れ
が
93
年
度
は
3
分

の
ー
に
な
っ
た
。
一
般
家
庭

の
収
入
は
パ
フ
ル
で
ふ
く
ら

ん
だ
が
、
母
子
世
帯
は
僅
か

し
か
増
え
な
か
っ
た
の
だ
。

今
回
の
調
査
で
も
3
分
の
ー

で
、
生
別
は
殊
に
低
い
。
「貧

困
の
女
性
化
」
は
途
上
国
だ

け
で
な
く
わ
が
国
で
も
歴
然

と
し
て
あ
る
。

し
か
し
、
収
入
の
こ
と
に

ふ
れ
て
い
な
い
今
回
の
新
聞

記
事
に
疑
問
を
抱
き
、
発
表

さ
れ
た

「調
査
概
要
」
を
見

て
驚
い
た
。
就
業
状
侃
、
子

ど
も
の
年
齢
、
帰
宅
時
間
、

資
格
の
有
無
等
調
査
の
内
容

は
以
前
よ
り
詳
し
く
出
て
い

る
が

「収
入
」
は
、
な
か
ほ

ど
に
小
さ
な
表
ひ
と
つ
。
目

立
た
な
い
位
置
に
あ
る
。
し

か
も
、
母
子
世
帯
全
体
の
収

入
し
か
書
い
て
な
い
。
93
年

度
ま
て
は
、
死
別
、
生
別
毎

に
数
字
が
出
て
い
た
。
ま
た

93
年
度
ま
で
は
収
入
を
一
般

世
帯
と
比
較
し
て
い
た
か
A,

回
は
父
子
世
帯
と
の
比
較
た

け
。厚
生
省
に
理
由
を
聞
い
た

が
、
一
般
世
帯
と
比
較
し
な

か
っ
た
の
は
一
般
世
帯
の
収

入

(国
民
生
活
基
礎
調
査
)

は
公
表
し
て
お
り
、
簡
単
に

比
較
で
き
る
。
死
別
、
生
別

の
収
入
を
分
け
な
か
っ
た
の

は
父
子
世
帯
と
の
比
較
を
し

た
か
っ
た
か
ら
と
。
最
初
に

書
い
た
死
別
、
生
別
の
収
入

金
額
は
私
が
取
材
し
、
特
に

教
え
て
も
ら
っ
た
数
字
だ

が
、
死
別
と
生
別
と
の
収
入

差
か
前
回
の
38
万
円
か
ら
72

万
円
に
開
い
て
い
る
こ
と
に

も
驚
い
た
。
生
別
世
帯
の
収

入
の
低
さ
を
隠
し
た
い
の
で

は
な
い
か
、
と
疑
い
た
く
も

な
る
。
養
育
費
は
大
切
な
問
題
だ

が
、
こ
れ
を
あ
ま
り
強
調
さ

れ
る
と
ウ
ラ
が
心
配
に
な
っ

て
く
る
。
離
婚
や
未
婚
が
増

＼ノ豆ノー一へ_ノ＼ノー へ

みんなのペーシてす 雷いたいことや、知らせたい

ことかあったら、とんどん投稿 して下さい。

電 話03(3343)1846編 集 部{

FAXO3(3348)1890

1日 匠Illllllllll口 匪IIIIIII■[IIIIIIII96日llllllulll`匡IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII目Illrlrlllllllll■81

公害の原点水俣病を伝え続ける
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沖 縄 、韓 国 、日本 を

つなぐ「満月まつり」

ア
ジ

ア
か
ら
戦
争

と
基

地
と

米
軍

犯

罪

を
な
く

し
平
和

な

21
世
紀

・
共

に

生

き
る

ア
ジ

ア
世

界
を
創

造

す

る
ー

仲
縄
で
は
、
一
つ
の
満
月

を
な
か
め
、
地
球
上
に
生
き

続
け
る
い
の
ち
た
ち
と
共
に

「平
和
」
と

「共
に
生
き

る
」
世
界
を
創
造
す
る

「祈

り
」
と

「誓
い
」
を
共
有
す

る

『満
月
ま
つ
り
』(第
3

回
)
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
で
ま
つ
り
を
同
時

開
催
す
る
企
画
を
立
て
て
下

さ
い
。
い
ま
沖
縄
で
は
、
新
た
な

海
L
基
地
建
設
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
戦
争
準
備
体
制
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
地
が

あ
る
た
め
に
米
軍
に
よ
る
犯

罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
仲
縄
の
現
実

に
あ
っ
て
、
私
た
ち

「東
ア

シ
ア
の
平
和
-
人
権
-
環
境

を
守
る
満
月
ま
っ
り
仲
縄
実

行
委
員
会
」て
は
、
韓
国
「駐

韓
米
軍
犯
罪
根
絶
運
動
本

部
」
と
連
帯
し
、

「ア
シ
ア

か
ら
戦
争
と
基
地
と
米
軍
犯

罪
を
な
く
し
、
平
和
な
21
世

紀
・
共
に
生
き
る
ア
ジ
ア
世

性
と
男
性
が
共
に
働
き
生
き

る
こ
と
の
現
状
と
課
題
、
そ

界
を
創
造
す
る
」
た
め
、
99

什
か
ら

『備
月
ま
つ
り
』
を

呼
ひ
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
神
縄
-
韓
国
-
口
本

全
国

(
日
出
牛
台
、
広
島
、

神
戸
、
横
須
賀
、
東
京
、
北

海
道
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
等
)
で

同
時
開
催
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。
A,
年
は
、
基
地
所
在

地
を
つ
な
き
全
国
を
縦
断
す

る

『
満
月
ま
つ
り
』
を
実
現

し
、
仲
縄
、
日
本
、
韓
国
を

つ
な
ぐ
連
帯
の
メ
ノ
セ
ー
ジ

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

協
力
、
6
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
3
回

『
満

月

ま

っ

り
』

日
時

2
0
0
1
年

4
月
8
日
㈲

メ
イ
ン
場
所

伸
縄
は
名
護
市

。
東
海
岸

・
瀬
嵩
の
浜

韓
国
は
梅
香

里

(
メ
ヒ
ャ
ン
リ
)

※
後

は
各
地
で
。
グ
ノ
ズ
や
協
賛

広
告
の
6
協
力
も
お
願
い
致

し
ま
す
。

(共
同
代
表
11
真

志

喜

ト
ミ
、
高
江

洲

あ

や

の
)

問
い
合
わ
せ

同
沖

縄
実
行
委

慰
0
9
8

・
9
4

7

・
1
2
5
8
/

馴
0
9
8

・
9
4
7

。
1
2
3
7

の
解
決

方
法
を

考
え
て

い

く
。募
集
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
テ
ー
マ
ワ
ー
ク
シ

ョ

ッ
プ
60
件
、
自
由
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
20
件
。
テ
ー
マ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

「雇
用
労

働
の
現
状
」
「働
き
方
の
多
様

化
」
「
農
山
漁
村
の
働
き
方
」

な
ど
10
テ
ー
マ
。

応
募
は
、
所
定
の
申
込
書

き

ヘ

カ

讐

弓

こ

≦
≦
≦

コ
≦
o
°
qq
°
も

＼
「
女
性

学

・

シ

ェ
ン
ダ

i
研
究

フ

ォ
ー
ラ

イ
ム

ワ
…

ク
シ

ョ
ッ
プ

」
E

メ
ー

ル
申
込

み
票

に
記

入

の

上
、

郵
送
ま

た
は

送
信

。
4

月

15
日

(日

)
必

着
。

詳
し

い
問

い
合

わ
せ

・
申

し

込
み

同

会
館

事
業

課
〒

3
5

5
1
0

2
9

2
埼

玉
県

比

企
郡

嵐
山

町
菅

谷
7

2
8

番

地

憾
0
4

9
3

・
62

・
6

7
1
1

(
代

)
、嚇

0
4
9

3

・
62

・
6
7

2
0

、
U

R
L

7
舜
℃

＼
＼
≦
≦
≦

=
≦
①
o

σq
o

」で
＼

団
ー

∋
9
二

℃
『o
αq
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東
京
弁
護
土
会
・
第
2
東

川
川
京
弁
護
士
会
が
97
年
か
ら
、

川
川
臨
時
の
1
1
0
番
と
し
て
実

川
川
施
し
て
い
た

「
公
害

・
環
境

川
㎜
何
で
も
l
1
0
番
」
が
、
昨

川
川
年
10
月
か
ら
常
設
と
な
り
、

川
川
月
2
回
、
相
談
を
受
け
て
い

水
俣
展
、
講
演
会
開
催

水
俣
病
は
公
害
の
原
点
と

言
わ
れ
る
。
大
量
の
メ
チ
ル

水
銀
の
流
出
に
よ
る
悲
惨
な

被
害
者
。
原
因
が
わ
か
っ
て

も
隠
蔽
し
つ
づ
け
た
企
業
、

国
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
、

工
業
、
産
業
の
高
度
化
は
世

界
中
に
数
限
り
な
く
公
害
を

生
み
出
し
た
。

水
俣
病
を
伝
え
つ
づ
け
る

こ
と
を
目
的
に
4
年
前
発
足

し
た
N
G
O

「水
俣
フ
ォ
;

ラ
ム
」
は
、
21
世
紀
の
は
じ

め
に

「水
俣
展
」「講
演
会
」

等
を
開
く
。

◇

「水
俣
・
川
口
展
」
11

25
日

(日
)
ま
で
川
口
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

で
。
11
時
か
ら
21
時
。

「映

像
で
た
ど
る
水
俣
病
と
私
達
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r

為主
な
相
談
内
容

減

景

に
関
す
る
も
の
や
、
大
気
汚

場
、
焼
却
場
、
不
法
投
棄
な

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

染
、
騒
音
被
害
、
地
下
室
マ

ど
の
ご
み
問
題
、
自
然
保
護

時
、
ま
ず
は
電
話
を
か
け
て

「
公
害

・
環
境

何

で
も
1

1
0
番

」
常

設

月
2
回
無
料
相
談

観
、
日
照
、
風
俗
営
業
、
場

ン
シ

ョ
ン
問
題
、
食
品
、
売

に
至
る
ま
で
。
こ
れ
以
外
の

み
て
下
さ
い
、

外
車
券
場
な
ど
ま
ち
つ
く
り

薬
、
化
粧
品
の
被
害
、
処
分

問
題
で
も
、
ど
こ
に
相
談
し

る
。

と
言

っ
て
い

相
談
は
無
料
。
同
弁
護
士

川

会
の
所
属
弁
護
士
が
4
名
が

川

担
当
す
る
。
実
施
は
、
毎
月

川

第
2
、
4
水
曜
日
、
午
前
10

川

時
～
正
午
。
電
話
番
号
03

°

川

3
5
8
1

・
5
3
7
9

(
こ

川

み
泣
く
)

へ
。

川

の
半
世
紀
」
や
、
水
俣
の
す

べ
て
を
示
す
展
示
。
土
本
典

昭

(
記
録
映
画
作
家
)
夫
妻

が
1
年
間
滞
在
し
て
収
集
し

た
5
0
0
枚

の

患

者

遺

影

や
、
ユ
ー
シ
ン

・
ス
ミ
ス
、

桑
原
史
成
ら
の
写
真
展
示
、

語
り
部
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛

り
沢
山
。
ホ
ー
ル
で
も
連
日

「話
」
や
映
画
の
上
映
が
あ

る
。
前
売
り
1
0
0
0
円
。

◇
講
演
会

「
水
俣
病

こ

の
日
本
に
生
ま
れ
て
」
昨
4

月
21
日
14
時
30
分
有
楽
町
マ

リ
オ
ン
朝
日
ホ
ー
ル
。
講
演

杉
本
栄
子

(漁
師
、
水
俣

病
患
者
)
、宇
井
純

(
公
害
研

究
者
)
、大
岡
信

(
詩
人
)
、鶴

見
俊
輔

(哲
学
者
)
、司
会

・

蓮
筋

(
キ
ャ
ス
タ
ー
)
。
入
場

2
5
0
0
円

(
前
売
り
)
。

問
い
合
わ
せ

水
俣
フ
ォ

ー
ラ
ム
官
03

・
5
4
8
5

・

ρ0
1
∩
)7

川
口
展
も
講
演
会
も
チ
ケ

ソ
ト

・
ぴ
あ

(
憾
03

・
5
2

3
7

・
9
9
9
9
)
で
購
入

で
き
る
。
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3

月

22

日

刺

◆
日
本
フ
エ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
宣
教

セ
ン
タ
ー
第
5
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー

18
時
30
分

牛
込
聖
公
会
聖

ハ
ル

ナ
バ
教
会

(地

・
神
楽
坂
駅
1
分
)

テ
ー
マ

イ
エ
ス
時
代
の
ガ
リ
ラ

ヤ
ー
農
村
に
お
け
る
女
と
男

7
0

0
円

問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
僧
03

・
3
9
2
2

。
3
2
1
4

3

月

23

日
斜

◆
2
0
0
1
年
春
闘
印
刷

・
出
版

関
連
労
組
合
同
決
起
集
会

18
時

労
働
ス
ク

エ
ア
東
京

(地

・
八
丁
堀
駅
2
分
)

「21
世
紀
を

豊
か
に
生
き
る
た
め
に
、
仕
事

・
文

化

・
教
育
」
暉
峻
淑
子

(
埼
玉
大
名

誉
教
授
)、教
科
書
問
題
早
わ
か
り

バ

ラ
エ
テ
ィ
ー

主
催

実
行
委

連

絡

全
印
総
連
面
03

・
3
8
1
8

・

5
1
2
5
、
出
版
労
連
盈
03

・
3
8

1
ρ0
・
2
Q
)1
1

3

月

24

日

仕

◆
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ

ィ
ー10

時

ア
ー
ニ
ホ
ー
ル

(
地

・
桜

新
町

駅
7
分
)

講

師

原

料

孝

雄
、
蔦
森
樹
、
虎
井
ま
さ
衛

1
5

0
0
円

申
込
み

・
問
△口せ

性
を

語
る
会
憾
03

・
3
7
0
8

・
7
3
2

6
◆
週
刊
誌
の
シ

エ
ン
タ
ー
チ
エ
ノ

ク

着
衣
の
男
と
裸

の
女

13
時

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

・
ア
イ
ム

(J
R

・
立
川
駅
北
口

5
分
)

講
師

深
澤
純
子

(
シ

ェ

ン
タ
ー
に
敏
感
な
学
習
を
考
え
る
会

代
表
)

無
料

問
合
せ

同
セ
ン

タ
ー
行
0
4
2

・
5
2
8

・
6
8
0

1
◆

『第
七
官
界
彷
復

尾
崎
翠
を

探
し
て
』
上
映
&
浜
野
佐
知
監
督
卜

ー
クー3

時

横
浜
女
性

フ
ォ
ー
ラ

ム

(
戸
塚
駅
7
分
)
、
尾
崎
翠
と
そ
の

作
品
世
界
の
魅
力
や
、
女
性
を
中
心

に
し
た
ス
タ
ノ
ブ
、
ブ
レ
ー
ン
に
よ

る
映
画
づ
く
り
な
と
に
つ
い
て
話
を

聞
く

1
3
0
0
円

(
前
売

・
予
約

1
0
0
0
円
)

申
込
み

同
所
冠

0
4
5
・
8
6
2

・
5
0
5
6

主

催

㈱
横
浜
市
女
性
協
会

◆
司
法
に
お
け
る
シ
エ
ン
タ
ー

・

ハ
イ
ア
ス

ー3
時
30
分

弁
護
士
会
館
ク
レ
オ

(地
・
霞
ケ
関
駅
B
1
出
口
)

解

説

「司
法
に
お
け
る
シ
ェ
ン
ダ
ー
・

ハ
イ
ア
ス
と
は
」、寸
劇
、
パ
ネ
ル
テ

ィ
ス
カ
ノ
シ
ョ
ン

安
藤
ヨ
イ
子

(
弁
護
士
)
、
伊
藤
公
雄

(阪
大
教

授
)、紙
谷
雅
子

(学
習
院
大
教
授
)
、

福
島
瑞
穂

(参
議
)

無
料

主
催

第
二
東
京
弁
護
士
会
両
性
の
平
等

に
関
す
る
委
員
会

問
合
せ

冠
03

・
3
5
8
1
・
2
2
5
9
調
査
課

◆
今
、
ケ
ア
の
質
を
問
う

13
時
30
分

東
京
Y
W
C
A
砂
土

原
会
館

講
師

國
光
登
志
子

(北

陸
学
院
短
大
教
授
)

1
0
0
0
円

申
込
み

・
問
△口せ

東
京
Y
W
C

A
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
憾
03

・
5
2
2
5

・
4
8
9
8

◆
オ
ラ
ン
ダ
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
ク
は
男
を
変
え
る
か
19

14
時

東
京
ウ

ィ
メ
ン
ス
プ
ラ
ザ

伊
田
広
行

(大
阪
経
済
大
教
員
)、

久
場
嬉
子

(
東
京
学
芸
大
教
員
)
、竹

信
三
恵
子

(
シ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

1
0
0
0
円

主
催

境
界
を
越
え

る
女
た
ち
の
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

申
込

み

・
問
合
せ

フ

ェ
ミ
ノ
ク
ス

・
い

な
む
ら
憾
&
献
一〇3

・
3
4
2
4

・
3

ρ0
0
Q
U3

月

25

日
旧

◆
傷
つ
い
た
心
を
癒
す
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
13
時

文
京
区
女
性
セ
ン
タ
ー

(地

・
春
日
駅
7
分
)

講
師

末

永
蒼
生

(色
彩
心
理
研
究
家
・
心
理

学
博
士
)

5
0
0
0
円

主
催

・

問
合
せ

A
W
S
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー

費
識

03

・
3

8
2

8

・
1
6

2
4

◆
金
を
産
む
精
子

・
卵
子
・
胚

あ
な
た
は
企
業
利
益
の
た
め
に

「無

料
提
供
し
ま
す
か
?
」

13
時
45
分

御
茶
ノ
水
ス
ク
エ
ア

C
館
3
F
14
号
室

1
0
0
0
円

問
合
せ

D
N
A
問
題
研
究
会
面
0

タ
ー

(地

・
後
楽
園
駅
す
ぐ
)

問

題
提
起

「新
た
な
軍
拡
競
争
を
も
た

ら
す
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
川
崎
哲

(ピ

ー
ス
・
テ
ポ
)

問
合
せ

核
廃
絶

紅
天
狗
暦
&
圃
03
・
3
9
7
6

・
7

9
8
6
石
井

主
催

国
連

・
憲
法
問
題
研
究
会

面
03

・
3
2
6
4

・
4
1
9
5

3
月
29

日
囚

◆
原
宿
サ
ロ
ン
/
W
L
F
合
同
例

会
18
時
30
分

ウ
ラ
ク

・
ア
オ
ヤ
マ

(地

・
外
苑
前
駅
)

「
エ
コ
マ
ネ

ー
を
活
用
し
た
新
し
い
ビ
シ
ネ
ス
モ

テ
ル
」
加
藤
敏
春

(
エ
コ
マ
ネ
ー
提

唱
者
、
関
東
経
済
産
業
局
)、パ
ー
テ

ィ
ー

1
万
円

問
合
せ

低
03

・

3
4
7
5

・
1
0
0
2

4

8

・
4
6

1

・
3
6
0

6

3

月

26

日
励

◆
核
と
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
N
O
ー

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

(仮
)
華
備
会

18
時
30
分

文
京
シ
ヒ

ノ
ク
セ
ン

3

月

28

日

わ

◆
民
衆
の
生
命
を
守
ら
な
い
軍
隊

-

米
原
潜
衝
突
事
件
を
考
え
る

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン
タ
i

(
地

・
春
日
駅
す
く
)

6
0
0
円

3

月

30

日

斜

◆
有
事
法
制
と
憲
法
調
査
会

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

高
田
健

(国
際
経
済
研
究
所
)

7
0
0
円

主
催

金
曜
連
続
講
座

運
営
委
慰
03
・
3
2
2
1

・
4
6
6

8
◆
石
原
知
事
の
悪
政
を
糺
す
集
い

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン
タ
:

福
上
敬
子

(都
議
)、小
林
賢

一
郎

(全
国
自
然
保
護
連
合
)
他
、
3
分

間
ア
ピ
ー
ル

主
催

許
す
な
ノ
石

原
都
知
事
発
言
東
京
連
絡
会

連
絡

"

03

・
3

3

3
?

8
2

7
0

劃
◆
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
の
転
換

と
東
ア
シ
ア

ー3
時
30
分

中
野
区
立
商
工
会
館

(中
野
駅
北
口
8
分
)

福
好
昌
治

(軍
事
解
説
者
)

5
0
0
円

主

催

仲
縄

・
一
坪
反
戦
地
主
関
東
プ

ロ
ノ
ク
且
0
9
0

・
3
9
1
0

・
4

1
刈4
0

◆
大
人

・
子
供
の
い
し
め
問
題
を

累
人
の
目
か
ら
語
る
集
い

17
時
30
分

調
市
文
化
会
館

・
た

づ
く
り

(調
布
市
役
所
隣
)

参
加

者
同
志
の
自
由
の
話
し
△[
い

3
0

0
円

問
合
せ

川
井
憾
0
9
0

・

9
1
3
3

・
0
5
6
5

4
月

3

日

火

◆
第
7
回
全
国
業
者
婦
人
決
起
集

会
13
時
30
分

日
比
谷
公
会
堂

(地

・
霞
が
関
駅
)

集
会
終
了
後
、
国

会
請
願
デ
モ
、
省
庁
交
渉

・
金
国
会

議
員
要
請
行
動

主
催

民
商
婦
人

部
、
全
商
連
婦
人
部
協
議
会

4
月

4

日

水

◆
裁
判
所
を
変
え
よ
う
ー
4

・
4

東
京
集
会
～
と
う
な

っ
て
い
る
の
つ

裁
判
所

18
時
30
分

千

代

田
区

公
会

堂

(地

・
九
段
下
駅
3
分
)

1
部

社
会

風
刺
コ
ン
ト

「そ
り

ゃ
な

い

せ
ー
裁
判
官
」
サ

・
ニ
ュ
ー
ス
ベ
ー

パ
ー

2
部

パ
ネ
ル
テ
ィ
ス
カ

ノ

シ
ョ
ン

「裁
判
所
を
変
え
よ
う
ー
」

熊
谷
金
道

(
全
労
連
副
議
長
)、川
田

悦
子

(衆
議
)、安
倍
晴
彦

(
一兀
裁
判

官
)、坂
本
修

(弁
護
士
)、四
位
直
毅

(
弁
護
士
)

問
△口せ

自
由
法
曹

団
東
京
支
部
"
03

・
3
8
1
4

・
3

9
7
1

4

月

10

[口
廻

◆
語
学
無
料
体
験

10
時
30
分
1ー
シ

ニ
ア
の
た
め
の
英

語
▽
19
時
、
12
日
困

19
時
ーー
ア
ジ

ア
語

(
タ
イ
、
中
国
、

ヘ
ト
ナ
ム
、

朝
鮮
、
ヘ
ン
ガ
ル
語
)

早
稲
田
奉

仕
園

(
地

・
早
稲
田
駅
7
分
)

申

込
み

6
日
陶
ま
て
に
同
所
憎
03

・

3
2
0
5

・
5
4
0
7
、
磯
03

・
3

2
0
5

・
5
4
1
3

◆
オ
パ
ー
ル

・
ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
4

月
例
会
♪
お
し
ゃ
れ
も
食
も
エ
コ
&

ヘ
ル
シ
ー
感
覚

11
時

鎌
倉

・
長
寿
寺

(J
R

・

北
鎌
倉
駅
10
分
)

庭
園
散
策
、
昼

食
、
資
生
堂
鎌
倉
工
場

・
か
ま
く
ら

工
房
見
学

4
8
0
0
円

(含
料
理

代
、
郵
便
振
替

0
0
1
3
0

・
9

・
7
6
0
4
1
3
)

申
込
み

・
問

合
せ

オ
パ
ー
ル

・
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク

僧
03

・
5
4
1
0

・
3
8
4
3
、
騨

3

°
5
4
1
0

°
3
8
4
4

0

鯵

㎜

飯欝
罵

∬

D
馬

手をつなぎたくなる

 

、もうい

すべすべ感触。
◎スポンジ除れをスキッと洗える◎油葉エキス配合



（ ４ ）（火 曜 日 ）2001 年 ３ 月 ２ ０ 日女:　t!1Ξ　Γ｡ ユ　ー ス:(第3 種郵便物認可)２ ８ ９ 号第1

い
詔

弘
‥
５
月
末
ま
で
展
示

恵
只
・
千
駄
ヶ
谷
の
「
ホ
ロ

コ

ー
ス
ト

教
育
資
料
セ
ン

タ

ー
」
で
３
月
1
0日
の
夕
方
、
ひ

と
つ
の
カ
バ
ン
を
囲
み
小
さ
な

集
会
が
行
わ
れ
た
。
か
ば
ん
の

持
ち
主
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

で
死
ん
だ
少
女
・

パ
ン
チ

さ
ん

の
兄
で

、
か
ば
ん
を
見
る
た
め

カ
ナ
ダ
か
ら
来
日
し
た
ジ
ョ
ー

ジ

ー
ブ
レ
イ
デ
ィ
さ
ん
を
歓
迎

を
す
る
た
め
日
本
の
子
ど
も
た

ち
約
4
0人
が
集
ま
っ
た
。

い
ま
、
同
セ
ン
タ
ー
の
展
示

室
に
飾
ら
れ
て
い
る
一
つ
の
カ

バ
ン
。
か
ば
ん
の
表
に
白
い
ぺ

ン
キ
で
「

パ
ン
ナ

ー
ブ
レ
イ
デ

ィ
、
1
9
3
1

年
５
月
1
6日
生

ま
れ
、
孤
児
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
か
ら

閧
催
し
て
い
る
「
子
ど
も
た
ち

が
見
た
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
」
展
の

た
め
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
博

物
館
か
ら
１
年
の
約
束
で
借
り

た
資
料
の
一
つ
だ
っ
た
。
（

ン

ナ
は
チ

ェ
コ
の
テ
レ
ジ
ン
収
容

所
か
ら
1
9
4
4

年
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ
、
1
3歳
で

殺
さ
れ
た
と
し

か
わ
か
ら

な

い

。こ
の
カ
バ
ン
を
見
た
日

本
の

歳
　
子
ど
も
た
ち
は
衝
撃
を
受

印
　
け
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
何
百

ん
　
万
人
殺
さ
れ
た
と
聞
い
て

尸

］
も
た
だ
膨
大
な
数
と
し
か

ン
こ
感
じ
ら

れ
な
か

っ
た

の

（

の
が
ヽ
こ

の

か

ば

ん
を

見

の
か
ば
ん
が
残
っ
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
に
行
き
探
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と
は
出

来
な
か
っ
た
。
そ
の
カ
バ
ン
が

囗
本
に
あ
る
な
ど
、
想
像
も
し

な
か
っ
た
と
い
う
。
ブ
レ
イ
デ

ィ
さ
ん
に
と
っ
て
日
本
は
あ
ま

り

に
遠
い

国
だ

っ
た
。
し
か

し
、
ブ
レ
イ
デ
ィ
さ
ん
は
日
本

て

、
自
分
た
ち
と
年
も
違
わ
な
　
の
子
ど
も
た
ち
の
、
（

ン
ナ
に

い
少
女
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
　

あ
て

だ
手
紙
や
詩
を
見
て
感
動

と
を
肌
で
感
じ
た
の
だ
。
子
ど

も
た
ち
は
（

ン
ナ
に
、
手
紙
や

詩
や
絵
を
書
い
た
。
戦
争
や
差

別
に
つ
い
て
考
え
た
。

同
セ
ン
タ
ー
代
表
の
石
岡
史

子
さ
ん
は
何
と
か
（

ン
ナ
の
こ

と
を
調

べ
た
い
と
思
っ
ベ

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
行
き
、
テ
レ
ジ
ン

カナダから兄が来日
かぽんと再会

子どもたちと感動の交流

収
容
所
の
名
簿
に
ジ
ョ
ー
ジ

ー

ブ
レ
イ
デ
ィ
と
い
う
同
じ
姓
を

も
つ
子
ど
も
が
い
て
生
存
の
印

が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
友
人

の
輪
を
た
ど
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
さ

ん
が
（

ン
ナ
と
３
歳
違
い
の
兄

で

、
生
存
し
て
お
り
、
カ
ナ
ダ

の
ト
ロ
ン
ト
に
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
さ
ん
も
（

ン
ナ

し
た
。
そ
し
て

、
日
本
の
子
ど

も
た
ち
に
長
い
手
紙
を
書
き
、

今
回
の
来
日
と
な
っ
た
。

ブ
レ
イ

デ
ィ
さ
ん
は
（

ン
ナ

の
か
ば
ん
を
み
て
、
し
ば
ら
く

立
ち
尽
く
し
て
い
た

。
そ
し
て

囗
本
の
子
ど
も
に

パ
ン
チ
の
こ

と
を
語
っ
た
。

両
親
は
チ
ェ
コ
の
小
さ
な
町

で
店
を
経
営
し
て
い
た
。
両
親

が
ま
ず
収
容
所
に
お
く
ら
れ
、

と
も
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で

殺
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
と
（

ン

ナ
も
テ
レ
ジ
ン
に
送
ら
れ
た
。

少
年
と
少
女
は
別
に
収
監
さ
れ

週
に
Ｉ
度
し
か
会
え
な
か
っ
た

が
、
そ
の
時
（

ン
ナ
は
週
に
Ｉ

度
だ
け
配
給
さ
れ
る
白
い
パ
ン

を
少
し
残
し
兄
の
た
め
に
持
っ

て
き
て
く
れ
た
。
兄
が
お
な
か

が
空
く
だ
ろ
う
と
自
分
は
が
ま

ん
し
て
い
た
の
だ
。
（

ン
ナ
は

そ
ん
な
優
し
い
少
女
だ
っ
た
。

4
4年
９
月
に
ジ
ョ
ー
ジ
は
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
送
ら
れ
労

働
さ
せ
ら
れ
た
。（

ン
ナ
は
そ

の
１
ヵ
月
後
に
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ

ッ
ツ
に
送
ら
れ
た
。
兄
に
会
え

る
と
喜
ん
で
い
た
と
い
う
。
だ

が
、（

ン
ナ
は
1
3歳
だ
っ
た
の

で

、
労
働
力
に
な
ら
な
い
と
み

な
さ
れ
、
到
着
の
そ
の
日
に
ガ

ス
室
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
は
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
絵
や
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
一
生
の
宝
物
に

す
る
と
い
い
「
子
ど
も
た
ち
が

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
歴
史
か
ら
、

愛
や
平
和
を
学
ん
で
く
れ
た
こ

と
に
、
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ

る
」
と
語
っ
た
。

こ
の
カ
バ
ン
は
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
教
育
資
料
セ
ン

タ
ー
で
５

月
3
1日

ま
で

展
示
さ

れ
て
い

る
。
（

ン
ナ
の
写
真
や
テ
レ
ジ

ン
収
容
所
で
描
い
た
絵
も
飾
ら

れ
て
い
る
。
同
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ

Ｒ
・
千
駄
ヶ
谷
駅
６
分

啻
0
3・

５
３
６
３
・
4
8
0
8

）
火
丶

水
、
金
、
土
、
第
１
ヽ
３
日
曜

開
館
　
Ｈ
時
～
５
時
、
無
料
。

１

日
4
0
キ
ロ
の

険
し

い

山
道

を

行
く

、
２

泊
３

日
の

「

旅
」
。

い
つ

も
の

よ
う
に

愛

犬
の

咲

男

坊
５

が
お
供

を
す

る

が
、
手

紙
の

束

、
新
聞

、
雑

誌
で

一
杯

の

大
き

な
リ
ュ

ッ
ク
は

、
父
に

代

わ
っ
て

息
子

が
背

負
う

。

息
子

は
、
寡

黙
で

留
守

が
ち

な
父

に

、
心
の

隔
た
り

を

感
じ

て

い

た

。
父
は

通
い

慣
れ

た
道

筋
や

、
集
配

の
手

順

、
そ
し

て

手

紙
を

運
ぶ
仕

事
の

誇
り
と

責

任
の

重

さ
を

、
言
葉

少
な
に

息

子
に

教

え
る

。

一
人

暮
ら
し
の

盲

目
の

老
女

に

、
都
会

に

住
む

孫
か
ら

送
ら

れ
て

く

る
の
は

、
お
金

だ
け

。

手

紙
を

読
ん
で

と
せ

が

ま
れ

、

父
は

、
自
作
の

手

紙
を

読
み
聞

か
せ

る

。
あ

る
山

村
で

は

、
最

後
の

集
配

と

な
る
父

を

、
村
人

が

総
出
で

見

送
っ

た
。

「
旅
」

を

通
し
て

、
父

に
対

す

る
尊

敬
と

、
仕
事

へ
の

責

任

感

が
芽

生
え
て

い
く

…

。

原

作
は

、
ポ
ン

ー
ヂ
エ

ン
ミ

ン
の

短
編

小

説

『
那

山
　

那
人

那

狗
（
あ

の
山

、
あ

の
人

、
あ

の

犬

）
』
。
脚

本

は

、
監

督

の

連

れ

合
い
で

も

あ
る
ス

ー
ウ

。
原

作
は
山
で
働
く
男
の
辛
い
仕
事

を
詩
的
に
描
い
た
も
の
で

、
会

話
が
殆
ど
な
い
の
で

、
多
く
の

台
詞
を
つ
け
加
え
た
。
ま
た
原

作
に
は
な
い
母
親
を
登
場
さ
せ

て

、
男
た
ち
を
案
じ
る
女
性
の

気
持
ち
を
伝
え
た
、
と
い
う
。

夏
祭
り
の
高
揚
、
息
子
と
山

の
娘
の
出
合
い
に
、
若
い
日
の

妻
と
の
な
れ
そ
め
を
回
想
す
る

シ
ー
ン
。
通
信
教
育
で
学
び
新

聞
記
者
に
な
る
夢
を
告
げ
る
少

年
、
村
の
委
員
会
、
山
を
走
る

バ
ス

、
都
会
へ
出
、
村
に
戻
ら

ぬ
若
者
な
ど
、
現
代
中
国
の
状

況
も
盛
り
込
ま
れ
、
ス

ー
ウ
の

丹
念
な
取
材
が
光
る
。
（
１
時

間
3
3分
）

2-5-10パ ン ド ラ
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悠

久
た

る
中
国
の

大

自
然
の

色
濃
い

緑

が
、
目
に

沁
み

る

。

４

月
７

囗
か

ら
東

京
の

岩
波

ホ

ー
ル
で

公

開
さ
れ

る
こ
の

映
画

は

、
中

国
湖

南
省
の

山

間
地

帯

を
舞
台

に

、
山
里
の

人

々
に
手

紙
を
届

け

る
退
職

間
近

の
郵

便

配

達
と

、

家
族
の

物
語

。

こ
の

作
品

が
３

作
目

と
な

る

フ

オ

ー
ジ

ェ
ン
チ

イ
監

督
が

、

山
々
と

人
の

中
に

あ
る

”
美
し

い

も
の

”
を
、
し

っ
と

り
と
し

た
情
景

に

描
き

、
中
国

の
ア

カ

で
f
t
―
賞
で

あ
る

金
鵄

賞
の
9
9

年
度

「
作
品

賞
」
、ト

ン

ー
ル

ウ

ジ
ュ
ン
（

父

親
役

）

が

呈

演

男
優
賞

」

を
受
賞
し

た

。

1
9
8
0

年
代

初
頭

、
交

通

手

段

が
殆
ど

な
い

湖
南

省
西

部

の

山

間

。
こ

こ

を

仕

事

場

と

し

、
雨

の
日

も
風

の
日

も
歩

き

「
山

の

郵

便

配

達

」（
中
国
１

）

続
け
、
足
を
傷
め
た
郵
便
配
達

が
、
跡
継
ぎ
と
な
る
息
子
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
最
後
の
集
配

に
で
る
。

湖
南
省
の
自
然
を
背
景
に
、
父
が
伝
え
る
仕
事
の
誇
り

新
館

撮
影

中
川
敦
玲

平
和
を
願
い
、
子
ど
も
を
生

涯
の
テ
ー
マ
と
し
て

描
き
、
約

9
3
0
0

点
の
作
品
を
殘
し
た

画
家
・
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の

、

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
（
長
野

県
松
川
村
）
の
新
館
が
、
こ
の

３
月

オ

ー
プ
ン
。
新

館
増

築

で

、
展
示
室
は
２
倍
に
な
り

、

本
館
の
展
示
室
が
、
い
わ
さ
き

ち
ひ
ろ
の
作
品
と
人
生
を
紹
介

す
る

話

念
資
料
室
”
に
。
ち

ひ
ろ
の
写
真
、
日
記
、
書
な
ど

の
関
連
資
料
、
洋
服
、
レ
コ
ー

ド
な
ど

思
い

出
の
品
々

を
展

示
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
素
顔

に
迫

る
こ
と

が
で

き
る
。
ま

た
、
ち
ひ
ろ
が
師
事
、
影
響
を

受
け
た
画
家
な
ど
の
作
品
も
合

わ
せ
て

紹
介
し
て
い
る

。

新
館
の
展
示
室
は
、
世
界
2
5

５
月
８
日
㈹
ま
で
は
、
「
ち

ひ
ろ
の
少
女
－

ド
ッ
ト
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
ち
ひ
ろ
の
絵
－

」
と

し
て

、
ち
ひ
ろ
の
描
い
た
少
女

像
の
魅
力
を
探
る
。
黒
柳
徹
子

新
館
オ
ー
プ
ン

「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」

か
国

１
４
４

人
丶

約
Ｑ
）
７
０

０

点
の

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
か

ら

、
世

界
の

絵

本
作
家
の

作
品

紹

介

、

特
別

企
画

展
示

な
ど

が

開
催
さ

れ

る

。

さ
ん
の
『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち

安
曇

野
ち

ひ
ろ

美
術

館
・・
・
開

館
期
間
３

月

１
日

～
Ｈ

月
3
0日

（
水
曜

休
館

、
そ

の
他

臨
時

休

館

、
冬

期
休

館
あ
り

）
　

９

時

～
1
7
時

（
Ｇ
Ｗ

、
８

月
1
8
時

ま

で

）
　

大
人
８

０
０

円

、
中

・

高
生
５
０

０

円

、
ふ
学

生
３
０

０

円

、
障
害

者
と

そ
の

介
添

え

者

、
シ

ニ
ア

ー
０
０

円

引
き

。

昔
0
2
6
1

一
６
２

・
０

７
７

２

、
テ
レ

ホ
ン

ガ
イ
ド
０

２
６

や

ん
』
、
ア

ン

デ

ル

セ

ン

童

話
　

Ｉ

・
叭
）（
／
‘・
０

７
７

７

、
「
幽
０

『
マ
ッ
チ

売
り

の

少
女

』『
に
ん
　

２

６
１

・
６

２

・
０

７

７
４

、

ぎ

ょ
ひ
め

』
な

ど
か

ら

約
6
0点
　

Ｃ
Ｒ
Ｌ
ｈ
tｔｐ
 
:

こ
w
w
w

　
.

が
展
示

さ
れ

る

。
　
　
　
　
　
　

ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ｉｒ
ｏ
.ｏ
ｒ
.ｊｐ
／

旺
・
慰

咨

廓

潅

纏

塵

廁－

３
　

月

▼

地

人
会
公

演

「
雪
国

」

2
1日

水
～
2
8
日
水
1
3
時
3
0
分

ま
た

は
1
8
時
　

紀

伊
国
屋

サ

ザ

ン
シ

ア

タ
ー
　

川

端
康
成

原
作

篠
田

三

郎
、

床
嗚

佳
子
他
　
5

0
0
0

円
　

問
合
せ

・
申

込
み

＝
・
垉
人

会
｛
。
0
3・
３
３

５
４

。

▼

吉

田
ル

イ
子

写
真
展
　

華

齢

な
女

た
ち
Ｂ

ｅ
ａ

ｕ
ｔ

－

ｆ

ｕ
－
　

Ａ
ｇ

ｅ

東
京

囗
2
3日

濔
～
2
9
日

困
1
0

時

～
2
0
時
（

最
終
日
1
4
時

）

富
士

フ

ォ
ト
サ

ロ
ン

東
京

（

銀

座
フ

ァ
イ

ブ
２

Ｆ

昔
0
3
・
３
５

７
１

・
9
4
1
1

）
▽

大
阪

凵

４

月
６
日

匳
～
1
2
日

困
1
0
時
～

1
8時
（

最
終
日
1
5
時
）
　

富
士

フ

ォ
ト

サ
ロ
ン

大

阪
（

大
阪
マ

ル

ビ
ル
３

Ｆ
｛
J
0
6・
6
3
4
6

今
井
通
子

・
0
2
2
2

）
▽

札

幌
囗
８

月

1
0日
吻

～
2
2日

水
1
0
時
～
1
8
時

3
0分
　

富
士
フ

ォ
ト
サ

ロ

ン

札

幌
（

三

井
ビ
ル

別
館
Ｉ

Ｆ

昔
０

１
１

一
２
４

１

一
7
3
6
6

）

▼

ウ
ィ
メ
ン

ズ

ヴ
ォ
イ

ス
コ

ン

サ

ー
ト
　

心
の
つ

な

が
る

人

と

出

会
え

ま
す
よ

う
に

2
5日

㈲
1
3
時
　

東

京
ウ

ィ
メ

ン

ズ
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
（

垉

・

表

参

道
駅
７

分

）
　

李
政
美

、

お

１

ま
き

ち
ま

き
、
ナ

ビ

イ
　
3

0
0
0

円
（

当
　

日
3
2
0
0

円

）
　

主
催
・・
・
同
実

行
委

申

込
み

＝
・
ね
こ
の

第
七

事

務
雲

－

0
3・
５
３

１
３

・
１
５

２
ｒ
Ｄ

▼

囗
バ
の

音
楽

座

「
ド
ー
ナ

ド
ー
ナ

の
音

楽
会
」

2
5日

剛
1
4
時
　

新
宿

文
化
セ

ン

タ

ー

大

ホ

ー

ル
　

リ

コ

ー

ダ
、

バ
グ
パ
イ

プ

等
古

楽
器
と

空

想

楽
器
を

使
っ
て
　
3
0
0

0
円

託
児

有

主
催
：
久

保

ア

ー
ト

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス
｛
Ｊ
０
４

２

・
５
４

０

・
0
1
0
7

▼

イ
ジ

ー
・

パ
ル

タ
の
世

界

４

月
６

日

ま
で
　

連

日
2
1
時

2
0分

開
映
中

野
武

蔵
野

ホ

ー
ル

チ

ェ
コ
の

ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン
の

旗

手

、
映
画

監
督
の

全

作
品

一

挙
上
映
。

３
月
2
3日
ま
で
「
緑

の

森
の

バ
ラ

ー
ド
≒
笛
吹

き

男
」
他
▽
３
月
2
4日
～
４
月
６

日
「
手
袋
の
失
わ
れ
た
世
界
」

「
最
後
の
盗
み
」
他
　
1
3
0

0
円
（
前
売
り
）
　
申
込
み
…

チ
ェ
ス
キ
ー
・
ケ
亠

Ｊ
０
４
２

へ
乙
・
5
2・
Ｉ
Ａ
Ｏ
只
）７

タ

イ

か
ら
の
た

よ

り

発行◆パンドラ

発売◆現代書館

ス

ナ

ッ

ク

「

マ

マ

」

殺

害

事

件

の

そ

の

後

女
性
の
人

権
力

マ
ラ

ー
ド
編
著

一
七
〇
〇

円
十
税

◆

一

九

九

八

年

「
加

藤

シ

ヅ

エ

賞

」
受

賞

長

い
旅
を
終
え

て
、
ケ

ー
オ

は
村
に
帰
っ
て

き
た

彼
女

は
な
ぜ
売

春
婦
と

な
り
、

異

国
で
殺
人

を
犯
し
て
し
ま

っ
た
の
か

拘

置
所

内
で

綴
っ
た
手
記

を
、
故
郷
で
再
出

発
し
た
ケ
ー
オ
ヘ
の

聞

き
書
き

が
紡
ぐ

癒
し

と
再

生
の
書

ヱ
ン
ジ
ヨ
ず

匣
借
賺
懣

オ
ム
レ
ツ
は
、
世
界
中
で

好
ま
れ
て
い
る
料
理
で
す
。

各
国
で
そ
の
国
の
特
徴
を
生

か
し
な
が
ら
発
達
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
で
も
、
プ
レ

ー
ン
オ

ム
レ
ツ
は
も
と
よ
り
、
ソ

ー

ス
を
か
け
た
も
の
や
ス
ペ
イ

ン
風
に
具
を
加
え
て
オ
ー
プ

ン
に
焼
い
た
も
の
が
好
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
オ
ム
レ

ツ
は
、
チ
リ
ー
パ
ウ
ダ
ー
が

入
っ
て
い
ま
す
。
チ
リ
ー
パ

ウ
ダ
ー
は
本
来
、
メ
キ
シ
コ

の
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
る
ブ

レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス
で

、
ア
メ

黔･360･ 嵋

リ
カ
人
が
加
工
品
と
し
て
完

成
し
た
も
の
で

、
ア
メ
リ
カ

の
料
理
に
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
タ
コ
ス

、
鶏
の
煮
込

み

、
チ
ャ
ー
（

ン
、
ス
ー
プ

に
よ
く
合
い
ま
す
。

「
作
り
方
」

①
卵
は
１
人
分
ず
つ
溶
き

ほ
ぐ
し

、
そ
れ
ぞ
れ
牛
乳
大

さ
じ
１
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ

せ
て
お
く
。

②
具
を
作
る
。
玉
ね
ぎ
を

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー

ブ
油
を
熱
し
、
ひ
き
肉
、
ベ

イ
リ
ー
ブ
ス
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

パ
ウ
ダ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

ー
を
加
え
炒
め
、
全
体
が
パ

ラ
パ
ラ
し
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加

え
し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め

る
。

い
た
ス

ー
プ
の
素
、
赤
ワ
イ

ン
を
加
え
、
香
り
が
た
つ
ま

で

炒

め
、
塩
で

味

を
整
え

て

、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
取
り

除
く
。
⑤
卵
に
、
具
の
半
量
ず
つ

各
国
で
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
発
達

こ く の あ る オ ム レ ツ で す

を

加
え

る
。
フ
ラ

イ

パ
ン
に

オ
リ

ー

ブ
油

大
さ
じ
１

（
１

人

分
）

を
熱
し

、
Ｉ

人

分
ず

つ

、
オ
ム
レ

ツ

を
焼

く

。

⑥
皿
に

盛
り

、
半

分
に

切

っ

た
プ
チ

ト
マ
ト

、
ク
レ
ソ

ン

を
添
え

る

。

（

資
料

提
供

・
ラ

イ
オ
ン

家

庭

科
学

研
究

所
／

料
理

指
導

・

園
田

匕

囗
子
）

卵
４

個
、
牛

乳

大

さ

じ

２
、
オ
リ

ー

ブ
油

大

さ
じ

２
、
具
日
牛
ひ
き
肉
１
５
０

气

玉
ね
ぎ
軅
個
、
固
形
ス

ー
プ
の
素
Ｉ
個
、
赤
ワ
イ
ン

大
さ
じ
２

、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

ー
枚
、
チ
リ
ー
パ
ウ
ダ
ー
大

さ
じ
３
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ

ダ
ー
小
さ
じ
碚
、
ブ
ラ

ッ
ク

ペ
パ
ー
少
々
、
塩
、
オ
リ
ー

ブ
油
各
適
量
、
付
け
合
わ
せ

目
プ
チ
ト
マ
ト

、
ク
レ
ソ
ン

各
適
宜


